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平成３０年１２月１５日

　「高
校
時
代
に
体
験
し
て
み
た
か
っ
た
…
」
と

強
く
感
じ
た
置
賜
農
業
高
校
で
の
わ
く
わ
く
ワ
ー

ク
。
授
業
の
中
で
重
機
を
操
作
し
た
り
、
パ
ー
マ

を
巻
い
た
り
…
。
実
際
に
体
験
し
将
来
の
職
業
選

択
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
高
校
生
た
ち
に
羨
望
の

眼
差
し
を
向
け
つ
つ
、
取
材
に
集
中
し
ま
し
た
。

　町
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
に
取
材
と
出
場
を
兼
ね

て
参
加
し
ま
し
た
。
あ
る
程
度
の
練
習
を
重
ね
、

大
会
に
臨
ん
だ
結
果
は
一
般
男
子
の
部
３
位
と
ま

ず
ま
ず
。
町
民
総
合
体
育
館
は
終
日
、
選
手
の
覇

気
と
応
援
の
熱
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
関
係
者
の

み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　
　悠

　
　編

　後
　集

　記　犬川小５・６年生２１人が中間休みや放課後に練
習してきた「アルカディアの四季」。犬川の季節の
移ろいを語り、それを太鼓で演奏。音のインパクト、
一生懸命な姿を楽しめる見事なステージでした。

　高校に入学してからの練習は、中学校時代に比べて質が高く量も多いです。練習日は１０～１５ｋｍを走りま
す。また、昨年の県高校女子駅伝で優勝を逃した悔しさをバネに、大会を意識して練習から本気で取り組んでき
ました。着実にこなして積み重ねてきたことが、駅伝での好成績につながりました。
　大会では常に自分がやってきたことを信じて走っています。そして、私の持ち味である集団から離れない「粘
り強さ」と最後に他を置き去りにする「ラストスパート」を発揮できるよう調整しています。ハイレベルな東北
高校女子駅伝で区間賞を獲れたことは、持ち味を発揮できた結果だと感じています。
　私自身、初めて出場する１２月２３日㈰㈷の全国高校女子駅伝（京都府）では、どの区間を任せられても今ま
で培った力を存分に出し切りたいです。そして、チームとしては悲願の入賞（８位以内）を、個人としては区間
２０位以内を達成したいです。

山形城北高等学校２年生 陸上競技部　長澤 日
ひ お り

桜里 さん（高山）

未来に向かって　～第３３回～

培った力を都大路で出し切りたい！

今年度の駅伝成績
【山形城北高校】
　■第３０回県高校女子駅伝
　　　個　人：５区 区間新（１位）
　　　チーム：優勝
　■第２９回東北高校女子駅伝
　　　個　人：１区 区間賞（１位）
　　　チーム：優勝

【南陽・東置賜チーム】
　■第３５回県女子駅伝
　　　個　人：１区 ４位
　　　チーム：優勝

出場したすべての駅伝で
チームを優勝に導く活躍！

平成30年

12
vol 1175

力
強
く
表
現 

ぼ
く
の
地
元
・
犬
川

◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

力
強
く
表
現
ぼ
く
の
地
元
・
犬
川

力
強
く
表
現
ぼ
く
の
地
元
・
犬
川

〜
川
西
町
音
楽
見
本
市
〜

◆町ホームページ◆
町の情報を要チェック！

◆町公式フェイスブック◆
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１２月の町税等 川西町の人口

15,224 人　（－ 4）
男　　　7,462 人（－ 14 ）
女　　　7,762 人（＋ 10 ）
世帯数　5,084 世帯 ( ＋ 2 ）

※ 11 月末日現在の住民基本台帳人口

●町・県民税（４期）
●国民健康保険税　　　　（６期）
●介護保険料　　　　　　（６期）
●後期高齢者医療保険料　（６期）
●上下水道使用　（１１月使用分）
口座振替日　１２月２５日㊋
納付期限　　１２月２５日㊋

【おめでとう そして ありがとう】は、１１月に掲
載の申し込みがあった方のみ掲載しています。
氏名は、申込書のとおり掲載していますので、戸籍
や住民基本台帳の表記と異なる場合があります。

…１１月受付分…

氏名 年齢（満） 大字

嶋貫うめ子 ９１ 上小松

君島滝五郎 ８０ 上小松

金子　正子 ６７ 上小松

遠藤　シゲ ８４ 東大塚

黒澤　洋司 ７４ 洲　島

磯部　重彦 ８１ 玉　庭

橋本　すい ９９ 上小松

伊藤美津枝 ８２ 玉　庭

齊藤　一雄 ９３ 西大塚

大瀧　ノブ ９１ 東大塚

須貝オミチ ８５ 黒　川

伊藤長四郎 ７５ 堀　金

新郎　　　　　　　新婦 大字

和田　　悠 ♥ 石川　実佳 洲　島

保科　雄一 ♥ 江口のぞみ 西大塚

小形　　聡 ♥ 我妻有紀奈 尾長島

氏名 性別 保護者 大字

須貝　結
ゆ の

叶 女 悠也 ・ 沙羅 上小松

島貫　蓮
れ な

菜 女 利幸 ・ 志穂 大　塚

遠藤　一
か ず は

葉 女 渡 ・ 香菜 東大塚

笹木　萌
も か

楓 女 博樹 ・ 絢子 尾長島

神野　大
や ま と

和 男 昭彦 ・みなよ 朴　沢

須貝　萌
も か

花 女 健斗 さつき 東大塚

おめでとう そして ありがとう

ようこそ赤ちゃん ６名

ご結婚おめでとう　３組

ご冥福を祈ります

ダリヤ園で Happy Halloween
○撮影：五十嵐美加（時田）
○撮影場所：川西ダリヤ園

あなたの「かわにし映え」する写真毎月 3組募集中！

　あなたが撮った、「町の風景・スポット・人」の写真を大募集。「氏
名」「住所・電話番号」「写真の説明（２0 字前後）」を記入し、写
真を添付してメールでご応募ください。応募写真は、ホームページ・
フェイスブックでも掲載させていただきます。
▶ 次号募集期間：１２月１４日㈮～２８日㈮
▶ 応募先：koho@town.kawanishi.yamagata.jp →
▶ その他：詳細は町ホームページをご覧ください。
※応募者は、注意事項を承諾していただいたものとみなします。

町公式フェイスブック

かわいい孫と手づくりリース
○撮影：佐々木弘幸（上奥田）
○撮影場所：自宅
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特集：広聴事業「町長とのふれあいトーク」　小松・大塚・中郡・玉庭 編

　町
で
は
毎
年
「
町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
を
開
催
し
、
共
創
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
と
の
対
話

や
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
、
地
域
の
若
者
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
地
域

課
題
の
解
決
、
町
が
進
め
る
移
住
定
住
促
進
な
ど
に
つ
い
て
、
町
内
く

ま
な
く
意
見
交
換
を
す
る
た
め
、
３
年
振
り
に
町
内
７
地
区
を
巡
り
ま

し
た
。

　本
号
で
は
、
11
月
15
日
㈭
～
20
日
㈫
に
４
地
区
で
開
催
さ
れ
た
ふ
れ

あ
い
ト
ー
ク
の
模
様
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

寄せられた町民の 声 をご紹介します

今年のふれあいトークの目的

若者の声を
これからの
まちづくりへ

７地区を
くまなく回り
意見交換
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みんなで
食 育

　これからの季節は忘年会やクリスマス、お正
月など、外食や会食で油っこい料理を食べる機
会が増え、食べる量も多くなりやすい時期です。
　食べ過ぎが続かないように、油や量を控えた
り、野菜を意識して食べるなどしましょう。

■
　12
月
か
ら
来
年
３
月
の
間
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
午
前
10
時
～
午
後
６
時

■▼
12
月
の
定
休
日

　12
月
19
日
㈬

▼
年
末
年
始
の
定
休
日

　
　12
月
31
日
㈪

　１
月
１
日
㈫

▼
年
始
の
営
業

　

　
　１
月
２
日
㈬
～
４
日
㈮

　
　午
前
10
時
～
午
後
３
時

　※
レ
ス
ト
ラ
ン
は
お
休
み
で
す
。

問
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

☎
42
ー
６
６
６
４

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

ごちそうの多い
　時期になります

　11
月
８
日
㈭
に
米
沢
市
で
開
催
さ

れ
た
「
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト

in
や
ま
が
た
」
の
地
域
交
流
会
に
出

店
し
て
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
意
欲

あ
る
農
業
の
担
い
手
の
皆
さ
ん
が
一

堂
に
会
し
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
町

春菊のサラダ

✿ 材料＜４人分＞
○春菊　１束　　　　　○パプリカ（黄）　１／４個
○りんご　１／２個　　○粉チーズ　大さじ１
☆オリーブオイル　大さじ１
☆ワインビネガー（または酢）　大さじ２　
☆しょうゆ　小さじ２
☆こしょう　少々

✿ 作り方
①春菊は長さ３ｃｍ程度に切る。
②パプリカは長さ３cm 程度の千切りにし、りんごは
　皮ごと短冊切りにする。
③☆を混ぜ合わせておく。
④すべての材料を和えて器に盛り、最後に粉チーズを
　ふる。

問町健康福祉課　健康推進グループ　☎４２ー６６４０
( 一人分当たり：エネルギー 94kcal　 塩分相当量　0.6 ｇ　野菜 38 ｇ )

お正月の準備もマルシェで！

食生活を整えよう！
～「食べ方」のポイント～

● 油の少ない調理（蒸す・茹でる・煮る・
　 焼くなど）がされているメニューを選
　 びましょう
● 野菜・海そう・きのこなどから食べ、　
　 よく噛んで 食べましょう
● 腹八分目 を心がけ、長い時間だらだら
　 食べないようにしましょう

～「食べ方」のポイント～～「食べ方」のポイント～

　今
年
も
あ
と
少
し
・
・
・
お
正
月

の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

　森
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
お
正
月
に

向
け
た
準
備
品
も
取
り
揃
え
て
お
り

ま
す
。

　む
く
り
鮒
や
お
餅
な
ど
、
お
正
月

の
定
番
食
材
は
も
ち
ろ
ん
、
寒
中
野

菜
な
ど
旬
の
食
材
も
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
門
松
、
し
め
縄
の
注
文

も
随
時
受
付
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

今月の出張マルシェ！

来
年
度
の
出
荷
者
を

　
　
　募
集
し
ま
す
！

　　来
年
度
、
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
に

野
菜
の
出
荷
を
希
望
す
る
生
産
者
を
募
集

し
ま
す
。
募
集
開

始
は
来
年
３
月
で

す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▲しめ飾りを販売中

内
産
品
を
Ｐ

Ｒ
。
た
く
さ

ん
の
方
に
お

買
い
上
げ
い

た
だ
き
ま
し

た
。
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――　全ての地区が抱える 共通の課題　――

空き家対策

　集落に空き家が増えています。空き家になっても、
すぐに手立てをすると住まいとして活用できると思
います。町内の空き家の状況と活用策を教えてくだ
さい。

Ｑ

Ａ
　調査の結果、町内で約４００軒の空き家が確認さ
れています。空き家が増えると、治安・景観の問題
が発生します。町では、平成２５年に「空き家等の
適正管理に関する条例」を制定し、町民が安全に暮
らすことができるよう対策を講じています。
　大切なのは、空き家を活用することです。町では
「空き家バンク」制度を立ち上げ、町内にある活用
可能な空き家を町内外の希望者に紹介しています。

　人口減少がどんどん進行しています。対策として
若者が働く場所・集う場所があれば、もっと住みや
すい町になるのではないかと思いますが、どのよう
に考えているのでしょうか？

Ｑ

Ａ
　定年退職期を迎え、製造業従事者は減少し、事業
所が募集しても人が集まらない状況のようです。一
方、国内では就労がサービス業にシフトしており、
町内の公立置賜病合病院や湖山病院は大きな働く場
になっています。町商工会や事業所から人材確保を
図ってほしいと要請を受けており、学校との連携に
よって町内にも魅力ある職場があることを生徒たち
に伝えていかなければならないと考えています。ま
た、企業誘致も大切な視点です。
　集う場所は、若い人が寄ってみたくなるような場
があることで、町の雰囲気も変わるはずです。羽前
小松駅付近に拠点となる施設を整備してほしいと強
く要望をいただいており、検討していかなければと
考えています。

若者の定着

平成２９年度 平成３０年度
※10月末現在

登録件数 １６ 登録件数 １３
成約件数 ７ 成約件数 １０
定住者数 １７ 定住者数 １８

　なお、住宅のリフォーム補助や、購入された方に
は改修補助などもあります。
　また、これからは「お試し住宅」のように空き家
になる前の活用策を図っていきたいと考えています。
　町民の皆さんには持ち家の将来について考えてほ
しいと思います。

【空き家バンクの状況】

▲若者が地元で仕事を持ち、若者同士で集える
　場所づくりが必要とされています
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

　ああ
あ

　
原
稿
を
ま
だ
い
た
だ
け
て
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
10
日
午
前
中
に
入
稿
し

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　　　　

  

　

■ 

協
力
隊
１
年
目
の
活
動
を
と
お
し
て

川西町地域おこし協力隊
　電　話：０２３８－４２－６６９４
　メール：chimaru@ms5.omn.ne.jp

　今
年
１
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
着
任
し
、
私
は
多
く
の
こ
と

を
経
験
で
き
ま
し
た
。

　町
報
を
ご
覧
の
み
な
さ
ん
、
今
年

７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
川
西
ダ
リ
ヤ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
は
訪
れ
ま
し
た

か
？　11

月
25
日
に
営
業
終
了
し
ま
し
た

が
、
私
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
営
業

期
間
中
に
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。
お

客
様
が
楽
し
く
、
気
持
ち
よ
く
プ

レ
ー
で
き
る
よ
う
に
、
芝
刈
り
な
ど

場
内
整
備
を
し
て
い
ま
し
た
。
自
分

も
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
し
て
み
た
く
な

り
、
試
し
に
プ
レ
ー
し
た
ら
、
緩
や

か
な
傾
斜
が
コ
ー
ス
は
、
足
腰
に
負

荷
が
か
か
る
も
の
の
、
激
し
す
ぎ
る

こ
と
は
な
く
、
と
て
も
い
い
運
動
に

な
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　私
は
、
来
年
も
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

で
活
動
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
多

く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
楽
し

く
交
流
で
き
る
場
所
に
な
る
よ
う
頑

張
り
た
い
で
す
。

　ま
た
今
年
は
、
東
沢
地
区
で
平
成

３
年
か
ら
続
く
「
み
ち
の
く
や
ん

ち
ゃ
留
学
」
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。「
田
舎
で
遊
ぶ
こ
と
を
楽
し
み

に
来
る
東
京
都
町
田
市
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
」
と
い
う
想
い
で
一
生

懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。
地
域
の
み

な
さ
ん
と
最
善
の
や
り
方
を
模
索
し

て
、
事
業
を
進
め
ら
れ
た
の
は
と
て

も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

鈴
木

　篤史

▲やんちゃ留学の子どもたちと

▲お手伝いをしたパークゴルフ場
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１１

１５ 

中
郡
地
区

１１

１６ 

小
松
地
区

　子
育
て
世
代
が
少
な
い
の
に
、
部

落
の
様
々
な
役
員
が
あ
た
る
こ
と
に

な
っ
て
大
変
で
す
。

Ｑ
　人
が
多
か
っ
た
年
代
の
組
織
が
そ

の
ま
ま
引
き
継
が
れ
、
若
い
世
代
が
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
愛
護
会
・
消
防
団
、
そ
の

ほ
か
様
々
な
役
員
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　全
体
の
組
織
の
あ
り
方
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
　高
山
小
学
校
が
閉
校
し
８
カ
月
経

ち
ま
す
が
、
町
と
し
て
今
後
の
活
用

予
定
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ｑ
　
町
が
直
接
活
用
す
る
計
画
は
、
今

の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

　民
間
に
ぜ
ひ
開
放
し
た
い
と
思
い

ま
す
し
、
他
の
団
体
が
活
用
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
相
談
の
う
え
活
用
を
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ

　人
口
増
加
を
図
る
に
は
、
若
い

女
性
の
定
着
が
必
要
で
す
。
町
が

婚
活
事
業
を
し
て
も
な
か
な
か
成

果
が
出
て
い
な
い
気
が
し
ま
す
。

　地
域
の
独
身
男
性
の
魅
力
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
と
だ

思
い
ま
す
が
、
ど
う
考
え
て
い
ま

す
か
？

Ｑ
　

行
政
も
多
様
な
婚
活
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
成
立
は
な
か

な
か
難
し
い
状
況
で
す
。

　「男
女
の
出
会
い
」
と
い
う
と

パ
ー
テ
ィ
ー
や
飲
み
会
を
イ
メ
ー

ジ
し
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
様
々
な
出
会
い
の
場
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ

　子
ど
も
が
２
人
い
ま
す
が
、
町
内

に
遊
ぶ
場
所
が
少
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
公
園
の
よ
う
な
施
設
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
？

Ｑ
　

子
ど
も
の
遊
び
場
は
、
様
々
な
団

体
の
座
談
会
で
も
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　公
立
置
賜
総
合
病
院
周
辺
に
公
共

施
設
を
設
置
す
る
予
定
で
、
施
設
内

に
は
親
子
で
過
ご
せ
る
場
の
設
置
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

Ａ
　羽
前
小
松
駅
東
側
と
西
側
を
行
き

来
し
や
す
い
よ
う
に
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
？

Ｑ
　駅
西
側
の
道
路
や
踏
切
は
従
来
の

ま
ま
な
の
で
、
東
西
を
結
ぶ
障
害
を

ど
う
減
ら
す
か
は
、
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

Ａ

　

農
業
の
町
で
す
が
、
こ
の
ま
ま

高
齢
化
が
進
む
こ
と
で
、
農
作
業

を
請
け
負
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る

の
か
心
配
で
す
。

Ｑ
　

町
内
耕
作
者
の
平
均
年
齢
は
、

67
～
68
歳
位
で
、
年
を
重
ね
て
も

頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々

に
守
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　一
方
、
町
の
農
業
を
背
負
う
魅

力
あ
る
青
年
た
ち
が
存
在
す
る
の

で
、
私
自
身
、
将
来
を
あ
ま
り
悲

観
し
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　彼
ら
は
農
業
へ
の
意
欲
が
あ
り
、

圃
場
整
備
や
働
き
方
そ
の
も
の
を

変
え
、
生
産
性
を
高
め
耕
作
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の

農
業
の
や
り
方
か
ら
変
わ
っ
て
く

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ａ

　住
宅
密
集
地

な
の
で
ハ
ー
ド

ル
は
高
い
で
す

が
、
良
い
方
法

を
研
究
し
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 18：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 17：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫
●１月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

●井上ひさし展示室
　「イーハトーボの劇列車」著作資料展

こどもの本

おとなの本
『天使が住みたい冷蔵庫・悪魔が住んじゃう冷蔵庫』

番場智子著　主婦の友インフォス刊

　「何をつくればいいの？」「食事をつくるのが面
倒！」その悩みの原因は冷蔵庫にあるかもしれませ
ん。冷蔵庫をスッキリさせて、イライラやもやもや
を解消しましょう！
　年末の大掃除にピッタリの一冊です。

●大人のための夜の図書館 ～昼バージョン～

　「カードゲームで遊ぼう」
　～知的な大人の言葉遊びをしませんか～
　簡単な言葉遊びのカードゲームです。参加費無料
　１月１９日㈯  午後２時～３時　飛び入り参加大歓迎！

●おすすめ本のコーナー
　寒い冬に読みたい　心も体も温まる一冊

『なまえをつけて』
　　　　　　　　谷川俊太郎文　いわさきちひろ絵　講談社刊

　いわさきちひろ生誕１００年「Ｌｉｆｅ展」での、
谷川俊太郎さんの詩といわさきちひろさんの絵のコ
ラボレーションが一冊の絵本になりました。
　あなたは絵本の中の子ども達にどんな名前をつけ
ますか。

「春待ち音楽祭」で演奏してみませんか？

■日　　時　平成３１年２月２４日㈰ 
　　　　　　午前１０時 開演
■会　　場　フレンドリープラザ（ホール）
■募集内容
　団体・個人合わせて１５団体程度
　演奏時間は入退場を含めて 1 団体２０分
■出場料　　無料
■応募締切　１２月２１日㈮

　― これは、井上ひさしが愛してやま
ない日本語に、不思議でかわいらしく、
輝くような生命を与えてくれた、ある岩
手花巻人の評伝劇 ―

　　残席が少なくなっております。
　　お早めにお買い求めください。

こまつ座 第 126 回公演「イーハトーボの劇列車」

　来年 2 月フレンドリープラザを会場に開催される「春待ち市」
にあわせて「春待ち音楽祭」を開催します。演奏形態、音楽の
ジャンルは問わず演奏者を募集します。お客さんがたくさん集
まる絶好の機会です。練習の成果を披露してみませんか？

■日時　平成３１年３月２日㈯ 
　　　　午後１時３０分 開演
■会場　フレンドリープラザ
　　　　（劇場）
■前売料金　一般：5,500 円
　　　　　　会員：5,000 円
　　　　青少年席：2,000 円
　　　　（24 歳以下）

●１月のおはなし会　おはなしのへや
　１月１２日㈯　午前１１時～１１時３０分
　紙芝居や絵本の読み聞かせ　みんな来てね！
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１１

１７ 

大
塚
地
区

１１

２０ 

玉
庭
地
区

　残
り
３
地
区
（
犬
川
・
東
沢
・
吉
島
）
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
の
模
様
は
、
平
成
31
年
２
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

情
報
統
計
グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
６
８

　メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
に
宅
地
が
造

成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
か
ら

そ
の
告
知
看
板
を
設
置
し
、
居
住
希

望
者
を
早
く
か
ら
確
保
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
す
か
？

Ｑ
　宅
地
は
、
５
０
０
人
程
度
が
定
住

で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
（
梨
郷

道
路
）
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供
用

開
始
が
い
つ
に
な
る
か
で
町
と
し
て

の
対
応
が
決
定
さ
れ
る
の
で
、
目
に

見
え
る
よ
う
に
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

Ａ

　現
在
の
か
わ
に
し
森
の
マ
ル

シ
ェ
に
は
直
売
所
と
レ
ス
ト
ラ
ン

が
あ
り
ま
す
が
、「
加
工
所
」
の

機
能
追
加
を
考
え
て
い
ま
す
か
？

　商
品
を
出
荷
者
に
返
却
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ
　直
売
所
は
、
商
品
の
質
を
上
げ

て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。
所
得
と
し
て
町
民
に
還
元
で

き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ａ
　パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン

し
賑
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
町
内
事

業
者
な
ど
に
潤
い
を
還
元
で
き
る

仕
組
み
を
考
え
る
べ
き
で
は
？

Ｑ
　ま
ど
か
周
辺
の
お
客
さ
ん
が
増

え
た
こ
と
で
、
町
内
に
波
及
効
果

が
大
き
く
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　町
商
工
会
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
町
と
し
て
も
ど
の
よ
う
に

動
い
て
い
く
か
考
え
て
い
き
ま
す
。

Ａ

　移
住
し
て
来
た
約
20
年
前
は
行
政

の
支
援
が
な
く
、
住
宅
を
改
修
す
る

の
に
か
な
り
お
金
が
か
か
り
ま
し
た
。

　現
在
の
移
住
に
対
す
る
支
援
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　

住
宅
建
設
に
対
す
る
支
援
、
中
古

住
宅
で
あ
れ
ば
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す

る
上
限
１
０
０
万
円
の
補
助
が
あ
り

ま
す
。

　今
年
度
か
ら
、
本
町
に
移
住
さ
れ

た
人
に
は
、県・町・Ｊ
Ａ
全
農
山
形・

県
醤
油
味
噌
組
合
が
支
援
し
、
米
60

㎏
・
味
噌
３
㎏
・
し
ょ
う
ゆ
１
ℓ
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

Ａ

　次
の
世
代
に
よ
り
良
い
環
境
を

引
き
継
ぐ
た
め
、
朴
沢
の
圃
場
整

備
を
早
く
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　今
な
ん
と
か
し
な
い
と
農
業
を

継
ぐ
人
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　

町
内
で
は
、
現
在
５
カ
所
で
圃

場
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
内

で
こ
れ
ほ
ど
整
備
し
て
い
る
の
は

本
町
く
ら
い
で
す
。

　整
備
費
用
は
町
負
担
が
10
％
あ

る
た
め
、
計
画
的
に
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
現
在
進
行
中
の
整
備

を
終
え
て
、
次
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

Ａ
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置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　

競
争
入
札
参
加
登
録
申
請
受
付

▼
種
別

①
建
設
工
事
（
平
成
31・32
年
度
）

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　業
務
（
平
成
31
・
32
年
度
）

③
物
品
納
入
・
役
務
提
供

　（平
成
31
年
度
）

▼
受
付
期
間

①
②
：
平
成
31
年
２
月
１
日
㈮
～

　
　
　２
月
20
日
㈬

　③
：
平
成
31
年
１
月
15
日
㈫
～

　
　
　２
月
５
日
㈫

▼
そ
の
他
：
申
請
に
必
要
な
書
類

　な
ど
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
　
　

　事
務
局
施
設
課
施
設
係

☎
26
ー
７
４
８
８

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

免
状
を
お
持
ち
の
方
へ

　

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

の
義
務
と
し
て
、
免
状
交
付
の
日

か
ら
10
年
以
内
ご
と
に
写
真
の
書

換
え
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　免
状
の
写
真
下
欄
に
記
載
の
期

限
を
確
認
の
う
え
、
す
み
や
か
に

お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

　タ
ー
山
形
県
支
部

☎
０
２
３
ー
６
３
１
ー
０
７
６
１

米
沢
有
為
会

　
　
　
　

奨
学
生
・
寮
生
を
募
集

▼
応
募
資
格
：
置
賜
地
方
在
住
者

　ま
た
は
出
身
者
の
子
弟
で
、
来

　年
４
月
に
大
学
入
学
予
定
も
し

　く
は
大
学
（
院
）
在
学
中
の
方

▼
奨
学
生
の
募
集

○
貸
費
金
額
：
月
額
４
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　（無
利
息
）

○
募
集
人
員
：
５
名
程
度

▼
寮
生
の
募
集

○
学
生
寮
：
東
京
興
譲
館
寮

　
　
　
　
　仙
台
興
譲
館
寮

○
居
住
環
境
：
個
室
、
朝
夕
２
食
付

○
寮
費（
月
額・食
事
光
熱
水
費
込
）

　東
京
：
４
万
８
千
円

　仙
台
：
４
万
２
千
円
～

○
募
集
人
員
（
男
子
の
み
）

　東
京
：
５
名
程
度

　仙
台
：
４
名
程
度

※
希
望
者
に
は
事
前
に
寮
の
見
学

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

１月15日㈫・２8日㈪
午前８時３０分～午後５時１５分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
弁護士
消費生活相談

1月９日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
※要事前予約

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 1月１６日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

心配ごと相談
毎週水曜日
午後１時３０分～４時
※1月 2日はお休み

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

１月

　を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

▼
そ
の
他
：
提
出
書
類
や
面
接
選

　考
な
ど
募
集
に
関
す
る
詳
細
は

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

　い
。

問
（
公
社
）
米
沢
有
為
会
米
沢
支
部

　（米
沢
市
役
所
秘
書
広
報
課
内
）

☎
22
ー
５
１
１
１

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

１２・１月

期　間 当番店（社） 電話番号
12月10日～
16日

㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

12月17日～
23日

㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

１２月24日～
30日

㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 (株 ) ☎４２－４１１１

12月31日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住建 ☎４２－３９８７

1月1日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

1月2日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

期　間 当番店（社） 電話番号

1月3日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 (株 ) ☎４２－４１１１

1月4日～6日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住建 ☎４２－３９８７

1月7日～13日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

1月14日～20日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

未
来
の
自
分
に 

ワ
ク
ワ
ク 

― 

置
農
生
の
職
業
体
験 

―

　ド
ー
ザ
ー
の
操
作
は
な
ん
と

か
で
き
ま
し
た
が
、
シ
ョ
ベ
ル

カ
ー
は
操
作
が
複
雑
で
、
も
っ

と
う
ま
く
な
り
た
い
で
す
。

　今
後
、
職
業
を
選
ぶ
た
め
の

参
考
と
な
る
体
験
会
で
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

パ
ー
マ
の
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
挑
戦
し
た
り
、
ヘ
ア
ア
レ
ン

ジ
の
方
法
を
教
わ
る
こ
と
が
で

き
て
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。

　将
来
は
、
ト
リ
マ
ー
か
美
容

に
か
か
わ
る
仕
事
を
し
た
い
で

す
。

建設機械操作に挑戦した

角田智
と も き

貴さん（下平柳）

美容業に挑戦した

渡部真
ま う

羽さん（中小松）

　11
月
７
日
㈬
、
高
校
生
を
対

象
に
し
た
職
業
体
験
会
「
わ
く

わ
く
ワ
ー
ク
」
が
置
賜
農
業
高

校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　体
験
会
で
は
、
同
校
の
１
年

生
83
人
が
18
事
業
所
の
ブ
ー
ス

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

の
魅
力
に
触
れ
ま
し
た
。
会
場

で
は
初
め
て
の
経
験
を
楽
し
む

生
徒
た
ち
の
姿
で
溢
れ
ま
し
た
。

　建
設
会
社
や
配
管
業
、
病
院
、

消
防
署
な
ど
、
業
種
は
多
岐
に

渡
り
、
生
徒
た
ち
は
時
間
内
で

２
つ
の
職
種
を
50
分
ず
つ
体
験

し
て
い
ま
し
た
。
町
内
か
ら
も

㈱
殖
産
工
務
所
、
㈱
藤
島
建
設
、

美
容
室
パ
ル
フ
ァ
ン
、
置
賜
広

域
行
政
事
務
組
合
川
西
消
防
署

の
４
事
業
所
が
参
加
し
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
職

業
を
知
り
体
験
す
る
こ
と
で
、

地
元
に
あ
る
仕
事
の
魅
力
を
発

見
し
、
地
元
就
職
を
促
す
目
的

で
、
置
賜
地
区
雇
用
対
策
協
議

会
な
ど
が
主
催
し
ま
し
た
。

　こ
の
体
験
会
は
昨
年
度
か
ら

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
同
校

で
の
開
催
は
今
回
が
初
め
て
と

な
り
ま
す
。

未来を担う「職業人の卵たち」　～置賜農業高校１年生 interview～

WAKU WAKU WORK（わくわくワーク）を置賜農業高で初開催

▲冠婚葬祭業社員からキッチンでの技術を教わる

▲パーマワインディング体験

▲ミシンを使った小物作成体験

▲廊下の壁の塗装にチャレンジ▲配管業を体験する男子高校生たち▲教わりながらショベルカーを操作

町報かわにし　6平成３０年１２月１５日 町報かわにし　22平成３０年１２月１５日

置
賜
広
域
病
院
企
業
団

職
員
採
用
試
験

▼
募
集
職
種
：
①
看
護
師

　②
薬
剤
師

　③
作
業
療
法
士

　④
言
語
聴
覚
士

▼
採
用
予
定
人
員
：
①
６
人
程
度

　②
～
④
若
干
名

▼
試
験
期
日

　平
成
31
年
１
月
20
日
㈰

▼
会
場
：
公
立
置
賜
総
合
病
院

▼
受
験
資
格

【
①
】
昭
和
49
年
4
月
2
日
以
降

　に
生
ま
れ
、
看
護
師
の
免
許
を

　有
す
る
者
も
し
く
は
平
成
31
年

　6
月
30
日
ま
で
に
当
該
免
許
を

　取
得
す
る
見
込
み
の
者

【
②
～
④
】
昭
和
59
年
4
月
2
日

　以
降
に
生
ま
れ
、
当
該
職
種
の

　免
許
を
有
す
る
者
も
し
く
は
平

　成
31
年
6
月
30
日
ま
で
に
当
該

　免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
者

▼
受
付
期
間

　平
成
31
年
１
月
８
日
㈫
必
着

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

　認
く
だ
さ
い
。

問
置
賜
広
域
病
院
企
業
団

☎
46
ー
５
0
0
0

第
４
回

　愛
・
絆
・
義

な
り
き
り
紅
白
歌
合
戦

　

西
日
本
豪
雨
・
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

▼
日
時
：
12
月
24
日
㈪

　午
後
１
時
30
分
開
演

▼
会
場
：
伝
国
の
杜
置
賜
文
化
ホ

　ー
ル
（
米
沢
市
）

▼
入
場
料
（
前
売
）

　高
校
生
以
上

　１
０
０
０
円

　小
・
中
学
生

　
　５
０
０
円

　小
学
生
未
満

　
　
　
　無
料

▼
出
演
：
橋
本
ト
オ
ル
、
み
さ
お

　他
全
16
組

問
絆
ね
っ
と
委
員
会

☎
40
ー
０
５
２
３

看
護
師
等
修
学
資
金

　

制
度
の
ご
案
内

▼
対
象
者
：
次
の
い
ず
れ
も
満
た

　す
方

①
平
成
31
年
度
に
看
護
師
等
養
成

　施
設
に
入
学
予
定
（
在
学
）
し

　て
い
る
方

②
卒
業
後
、
置
賜
広
域
病
院
企
業

　団
に
勤
務
す
る
意
思
の
あ
る
方

▼
貸
与
額：月
5
万
円
（
無
利
子
）

▼
返
済
：
貸
与
期
間
の
１・
５
倍

　を
置
賜
広
域
病
院
企
業
団
で
勤

　務
す
る
と
、
返
済
免
除

▼
募
集
期
限
：
平
成
31
年
2
月
１

　日
㈮
ま
で

▼
そ
の
他
：
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

　ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
確
認

　く
だ
さ
い
。

問
置
賜
広
域
病
院
企
業
団

☎
46
ー
５
０
０
０

【
羽
前
小
松
駅
】

　
　
　

       

年
末
年
始
の
窓
口
営
業

▼
臨
時
休
業
日

　平
成
31
年
１
月
１
日
㈫
～
３
日
㈭

　前
も
っ
て
営
業
日
に
切
符
を
購

入
す
る
か
、
車
内
や
降
車
駅
で
運

賃
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

▼
窓
口
営
業
時
間
の
短
縮

　12
月
29
日
㈯
～
31
日
㈪

　午
前
８
時
45
分
～
午
後
４
時
30
分

問
Ｊ
Ｒ
羽
前
小
松
駅

☎
42
ー
２
５
３
３

踏
切
事
故
を

　
　
　
　

　
　
　防
ぎ
ま
し
ょ
う

●
踏
切
手
前
で
は
必
ず
一
旦
停
止

　特
に
、
冬
期
間
は
路
面
凍
結
に

よ
る
ス
リ
ッ
プ
に
備
え
、
踏
切
手

前
で
は
十
分
に
減
速
し
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
積
雪
な
ど
に
よ
り
踏
切

が
確
認
し
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
誤
っ
て
線
路
に
進
入
し
な
い

よ
う
、
し
っ
か
り
確
認
し
て
か
ら

通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

●
警
報
機
が
鳴
っ
た
ら

　踏
切
内
へ
の
無
理
な
進
入
は
や

め
て
く
だ
さ
い
。

●
踏
切
で
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ら

　そ
の
ま
ま
ゆ
っ
く
り
車
を
前
進

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。（
遮
断
棒
は

車
で
押
せ
ば
前
方
に
跳
ね
上
が
り

ま
す
）

●
踏
切
内
で
動
け
な
く
な
っ
た
ら

▽
非
常
ボ
タ
ン
が
あ
る
と
き
は
、

　カ
バ
ー
の
上
か
ら
強
く
押
し
て

　く
だ
さ
い
。信
号
機
が
作
動
し
、

　列
車
に
異
常
を
知
ら
せ
ま
す
。

▽
非
常
ボ
タ
ン
が
な
い
と
き
は
、

　列
車
に
向
か
っ
て
大
き
く
手
を

　振
る
な
ど
し
て
危
険
を
知
ら
せ

　て
く
だ
さ
い
。
発
煙
筒
や
赤
い

　物
を
使
う
と
効
果
的
で
す
。

▽
列
車
が
停
止
し
た
後
、
近
く
の

　方
な
ど
の
協
力
を
得
て
脱
出
し

　て
く
だ
さ
い
。

※
脱
出
後
は
、
最
寄
駅
に
連
絡
を

　お
願
い
し
ま
す
。

問
県
踏
切
事
故
防
止
対
策
委
員
会

☎
０
２
３
ー
６
３
０
ー
２
１
９
６

採

　
用

お
知
ら
せ

催

　
し

犬
・
猫
の
譲
渡
を

　
　

　
　
　行
っ
て
い
ま
す

　

置
賜
保
健
所
で
は
、
引
き
取
り

や
迷
子
で
収
容
し
た
犬
・
猫
の
譲

渡
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
者
は

講
習
会
受
講
後
に
犬
・
猫
と
無
料

で
お
見
合
い
で
き
ま
す
。
講
習
会

に
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に

お
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時
：
毎
月
第
３
木
曜
日

　午
後
２
時
～
（
約
１
時
間
）

▼
場
所

　置
賜
保
健
所
分
庁
舎（
米
沢
市
）

問
置
賜
保
健
所
生
活
衛
生
課

☎
22
ー
３
７
５
０

広
告

豆 と 人 を通して 川西の魅力を発信
山形かわにし豆の展示会　＠東京・上野11/30 ～ 12/2 今年で４回目

4,350 人が来場

　交流
が
あ
ち
こ
ち
で

　初
冬
の
青
空
が
広
が
り
、
日
な

た
で
は
上
着
も
必
要
な
い
ほ
ど
絶

好
の
散
策
日
和
に
恵
ま
れ
た
期
間

中
、
会
場
を
訪
れ
て
く
だ
さ
っ
た

方
は
合
計
４
３
５
０
名
。
ど
の
会

場
で
も
楽
し
く
交
流
す
る
様
子
が

見
ら
れ
、「
次
は
ぜ
ひ
川
西
町
へ
」

と
の
言
葉
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。

問
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構

☎
54
ー
３
０
０
６

　
上
野
桜
木
あ
た
り
で
開
催

　東
京
都
台
東
区
に
あ
る
複
合
施

設
「
上
野
桜
木
あ
た
り
」
ほ
か
２

か
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
一
帯
は
、
昔
な
が
ら
の
住

宅
街
に
歴
史
的
建
造
物
や
飲
食
店
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
が
点
在
す
る
街

歩
き
が
楽
し
い
エ
リ
ア
で
す
。
週

末
に
は
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
連
れ
、

外
国
人
観
光
客
ら
が
訪
れ
ま
す
。

　多く
の
催
し
を
用
意

　会
場
で
は
、
町
特
産
の
「
豆
」

や「
米
」を
切
り
口
に
、パ
ッ
ケ
ー

ジ
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
こ
だ
わ
っ

た
物
産
販
売
を
は
じ
め
、
ば
ぁ

ち
ゃ
ん
の
手
作
り
料
理
で
も
て
な

す
お
茶
飲
み
、
じ
ぃ
ち
ゃ
ん
の
技

を
伝
え
る
し
め
飾
り
づ
く
り
な
ど
、

川
西
暮
ら
し
の
魅
力
を
伝
え
る
多

く
の
企
画
を
準
備
。
今
秋
来
町
さ

れ
た
画
家
の
出
射
茂
氏
の
作
品
や
、

町
の
風
景
な
ど
を
題
材
に
し
た
絵

画
や
写
真
の
展
示
会
も
行
い
ま
し

た
。
町
か
ら
生
産
者
ら
30
名
以
上

の
出
店
者
・
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し

た
ほ
か
、
食
品
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

料
理
教
室
、
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ

い
た
都
内
飲
食
店
で
の
町
の
食
材

を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
提
供
な
ど
、

賑
や
か
な
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

①

②③

①
「
じ
ぃ
ち
ゃ
ん
の
土
間 

し
め

　飾
り
づ
く
り
」
　川
西
の
じ
ぃ

　ち
ゃ
ん
の
技
を
楽
し
く
体
験

②
「
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
の
茶
の
間
」

　

　川
西
の
お
茶
う
け
を
食
べ
な
が

　ら
、
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
と
交
流

③
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た

　物
販
ス
ペ
ー
ス

▲提供された川西　
　ならではのお茶　
　うけ

　町
で
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
伝

承
在
来
種
「
紅
大
豆
」
を
切
り
口

に
、
首
都
圏
に
向
け
て
町
の
魅
力

を
モ
ノ
・
ヒ
ト
を
介
し
て
発
信
し
、

川
西
フ
ァ
ン
の
拡
大
を
図
る
た
め

に
当
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
今
年

で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

with 絵の展示会

▲販売されたカラフルな　　　
　川西町産の豆

7　町報かわにし 平成３０年１２月１５日



問町健康福祉課 介護支援グループ内 町地域包括支援センター ☎４２－６６３８

健 康 情 報 ひ ろ ば
地域包括支援
センターだより

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

なくそう 高齢者虐待
　　  広げよう 地域の見守りの輪

　高齢者虐待はどの家庭にも、だれにでも起こりうる問題です。
　虐待をなくし、高齢者が安心して暮らせるよう、私たち一人
ひとりが高齢者虐待に関する理解を深め、普段の生活でできる
ことから取り組んでみませんか。

虐待と認識していなくても、こんなことが虐待に！

■　叩く、蹴る
■　怒鳴ったり、馬鹿にしたり、無視したりする
■　年金を勝手に使う
■　食事の支度など身の回りの世話をしないなど

どんなときに虐待が起こりやすいの？

■　高齢者が認知症などで言動が混乱している
■　家族が高齢者の介護のため、自分の時間が持て
　　なくてイライラしてしまう
■　家族の仲が悪い
■　地域で孤立している
■　家計が高齢者の年金に頼っている　など

虐待を防止するにはどうしたらいいの？

■　認知症など病気に関する理解を深め、適切な関
　　わり方を身に付けましょう。
■　家族の介護負担軽減のために、さまざまな医療・
　　介護・福祉サービスを上手に活用し、時には気
　　分転換を図りましょう。
■　高齢者やその家族が孤立しないよう、地域で見
　　守りや声掛けをし、相談し合える関係をつくり
　　ましょう。
■　相談機関を活用しましょう。

相談したい方、虐待を発見した方は・・・

　高齢者の介護、健康面や経済的な悩みなど、心配事があったら、早めに町地域包括支
援センターにご相談ください。
　虐待に気づいた方は、すみやかに市町村に通報する義務があります。ご連絡いただい
た方の秘密は守られます。安心して下記にご連絡・ご相談ください。

かからない！うつさない！
　　　　冬の 感染症 対策

インフルエンザを予防しましょう！

【予防のポイント】
□　こまめに、しっかり手洗いをしましょう
□　バランスのとれた食生活と十分な休養を取りま
　　しょう
□　適度な湿度（５０～６０％）を保ちましょう
□　普段から「咳エチケット」を心がけましょう
□　流行の時期は人ごみを避けましょう
【予防接種助成】
　高齢者・小児インフルエンザ予防接種は
　平成３１年１月末までとなります

ノロウイルスに注意！

【予防のポイント】
□　しっかり「手洗い」
　食事前、調理前後、トイレや汚物処理の後などは
　石けんでしっかり手洗いを！ 
□　「食品」からの感染を防ぐ
　食材の中心部まで十分な加熱（目安：８５℃以上
　で９０秒以上）が必要です。
□　「人」からの感染を防ぐ
　感染した人のオムツなどの取扱いは十分注意し、
　おう吐物の処理は素早く適切にしましょう。
　※　使い捨てのエプロン、手袋、マスクを着用し、
　　　静かにふき取り、塩素消毒後に水拭きをする。
　※　汚物や手袋等は密閉して捨てる。

【予防のポイント】
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　町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
に
て
第
25
回
川

西
町
音
楽
見
本
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町

音
楽
連
盟
が
主
催
、
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま

で
の
７
団
体
約
１
５
０
名
が
出
演
し
、
練
習

を
積
ん
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
音
楽
を
ホ
ー
ル
い
っ

ぱ
い
に
響
か
せ
ま
し
た
。

　25
回
目
の
節
目
の
特
別
企
画
と
し
て
、
川

西
中
・
置
賜
農
業
高
・
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
バ

ン
ド
に
よ
る
吹
奏
楽
合
同
演
奏
で
「
宝
島
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
計
80
名
が
奏
で
る
そ

の
圧
倒
的
な
音
色
を
、
保
護
者
や
音
楽
愛
好

家
な
ど
大
勢
の
観
客
が
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

▲今年の特別企画「吹奏楽合同演奏」
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　ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
「
郵
便

局
の
み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス
」
の
訪
問
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
す
る
協
定
を
日
本
郵
便
㈱
と
締
結

し
ま
し
た
。

　訪
問
サ
ー
ビ
ス
は
郵
便
局
の
社
員
な
ど
が

月
１
回
高
齢
者
宅
な
ど
を
訪
問
し
、
会
話
を

通
じ
て
確
認
し
た
生
活
状
況
を
離
れ
て
暮
ら

す
家
族
な
ど
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。
ふ
る

さ
と
納
税
と
し
て
５
万
円
以
上
の
寄
付
で
６

か
月
、
10
万
円
以
上
で
12
か
月
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
対
象
者

は
、
寄
付
者
が
指
定
す
る
町
内
在
住
者
と
な

り
ま
す
。
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１ 1/ 4
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25
回
の
節
目
を
迎
え
た
音
楽
の
祭
典～川

西
町
音
楽
見
本
市
～

収
穫
の
秋
の
喜
び
を
み
ん
な
で
分
か
ち
合
う

～
各
地
区
で
秋
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
～

「
み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス
」
が
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に

～
東
北
の
町
で
は
初
！ 

本
町
と
日
本
郵
便
㈱
が
協
定
を
締
結
～

▲協定書を手にする原田町長と日本郵便㈱東北支
　社長 中江紳悟 氏（写真右）

　町内７地区で秋の収穫を祝う秋まつりが開催されました。すべて
の地区で工夫を凝らしたアトラクションやお餅の振る舞いなどが行
われ、会場は大盛況でした。

①犬川地区
　「小学校で収穫した米の販売」
②東沢地区「展示コーナー」
③小松地区「ダリヤ太鼓」

④玉庭地区「お餅の振る舞い」
⑤中郡地区「わら細工コーナー」
⑥吉島地区「魚釣りコーナー」
⑦大塚地区「農産物展示」

① ② ③

④

⑤⑥⑦
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問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

12
月
21
日
㊎
　ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

１
月
10
日
㊍
　だ
ん
ご
の
木
飾
り
と
お
正
月
遊
び
を
し
よ
う

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

　美
郷
幼
稚
園

　１
月
９
日
㊌

　北
斗
幼
稚
園

　１
月
16
日
㊌

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

健 康 情 報 ひ ろ ば

　子育て支援医療証を郵送します
■ 今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：１２月２日～１月１日
■ 発送日 １２月２５日㈫
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉１月１７日㈭
〈場　　所〉町生きがい交流館

〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 29 年 1 月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 28 年 1 月、平成 28 年 7 月、
平成 29 年 11 月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦・夫 13:50 ～ 14:00

お子さんの健診など
〈項目〉 〈期日・対象者〉

９・１０か月児
健康教室

期日：１月１６日㈬
対象：H30.3.1 ～ 4.30 生まれ

１歳６か月児
健康診査

期日：１月１８日㈮
対象：H29.5.1 ～ 6.30 生まれ

〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈会　　場〉町生きがい交流館

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０

適正受診を心がけましょう ★今月のポイント★

　会社を退職して資格を失った保険証や、期限切れ
の保険証を提示して医療機関を受診された場合は、
医療費の保険者負担分を保険者へ返還いただくこと
になります。受診の際は、お持ちの保険証が有効か
どうかご確認のうえご使用ください。

こあらっこ広場
〈日　時〉１月３１日㈭
　　　　　午後１時３０分～２時３０分

〈場　所〉町子育て支援センター
〈対　象〉妊婦さん、１歳未満のお子さんとママ
〈内　容〉交流や情報交換の場です。体重測定や
　　　　 相談もできます。

〈申　込〉不要です。お気軽にお越しください。

ママパパ教室
〈期　　日〉１月１５日㈫
〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈場　　所〉町生きがい交流館
〈申込方法〉１月８日㈫まで電話で申込

玄米ダンベルニギニギ体操の集い
　健康づくりのため、現在より１０分多く身体を動
かそう！

〈日　時〉１月２４日㈭
　　　　　午後１時３０分～２時３０分

〈場　所〉町生きがい交流館
〈内　容〉健康運動サポーターによる「玄米ダンベ
　　　　  ルニギニギ体操」

〈参加料〉無料
〈申　込〉１月２１日㈪まで電話で申込
〈その他〉健幸マイレージポイント１０ポイント贈呈

＊
年
末
年
始
休
業
の
お
知
ら
せ

　12
月
29
日
㈯
～
平
成
31
年
1
月
3
日
㈭
ま
で
閉
所
に
な
り
ま
す
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　県
内
の
地
域
活
性
化
な
ど
の
取
り
組
み
に

功
績
の
あ
っ
た
若
者
や
団
体
を
県
が
表
彰
す

る
「
輝
け
や
ま
が
た
若
者
大
賞
」
授
与
式
が

行
わ
れ
、
町
商
工
会
青
年
部
に
吉
村
県
知
事

か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　川
西
ダ
リ
ヤ
園
に
隣
接
す
る
鏡
沼
で
行
う

「
水
上
爆
走
大
会
」
が
通
算
15
回
を
数
え
、

全
国
か
ら
多
く
の
参
加
が
あ
る
他
、
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
の
商
品
開
発
を
通
し
た
町
の

新
た
な
魅
力
発
信
に
力
を
入
れ
る
な
ど
、
幅

広
い
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　県
内
で
は
今
年
度
、
町
商
工
会
青
年
部
を

含
む
4
団
体
1
個
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

▲吉村県知事と並ぶ舟山達朗部長（左）と舩山宏
　和副部長（右）
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町
商
工
会
青
年
部
の
取
り
組
み
に
県
か
ら
表
彰

～
平
成
30
年
度
輝
け
や
ま
が
た
若
者
大
賞
～

川
西
中
か
ら
３
名
が
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
選
出

　
　
　
　
　～
Ｕ
15
国
際
大
会
で
活
躍
！ 
代
表
チ
ー
ム
は
見
事
２
位
に
～

　町
民
総
合
体
育
館
で
34
回
目
と
な
る
町
ユ

ニ
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
ボ
ー
ル

を
使
う
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
。今
大
会
は
６
人
制・

前
後
半
５
分
ず
つ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　午
前
は
小
学
生
の
部
が
行
わ
れ
、
総
勢
26

チ
ー
ム
が
男
子
・
女
子
・
ミ
ッ
ク
ス
の
３
つ

に
分
か
れ
、
頂
点
を
目
指
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
決
勝
戦
で
は
、
保
護
者
や
児
童
な
ど

多
く
の
観
客
が
見
守
る
中
、
攻
守
と
も
に
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　午
後
の
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）
は
14

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
小
学
生
に
負
け
な
い
ガ

ッ
ツ
で
、
試
合
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　出
場
チ
ー
ム
名
も
個
性
的
な
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
、
各
チ
ー
ム
が
趣
向
を
凝
ら
し
て
い

ま
し
た
。

▲小学生男子の部決勝　攻める自由な男子（中郡小）
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　平
成
30
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
Ｕ
15
ホ
ッ

ケ
ー
日
本
代
表
に
川
西
中
学
校
３
年
生
の
鈴

木
永と

わ遠
さ
ん
（
玉
庭
）、中
嶋
丈じ

ょ
う
た大

く
ん
（
上

小
松
）、
小
林
一い

っ
せ
い成

さ
ん
（
上
小
松
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　３
名
は
11
月
22
日
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
開
催
さ
れ
た
国
際
大
会「
Ｆ
Ｈ
Ｅ
カ
ッ
プ
」

に
出
場
し
、
各
国
の
同
年
代
選
手
た
ち
と
争

い
、
見
事
２
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
鈴
木
さ
ん
は
チ
ー
ム
の
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ

ー
、
中
嶋
さ
ん
は
代
表
の
主
将
・
デ
ィ
フ
ェ

ン
ダ
ー
、
小
林
さ
ん
は
フ
ォ
ワ
ー
ド
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。

▲（左から）鈴木永遠さん、中嶋丈大さん、
　　　　　　小林一成さん
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小
学
生
か
ら
大
人
ま
で 

ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
で
熱
戦

　
　
　
　
　
　
　
　～
第
34
回
町
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
～

【小学生の部】
男　　子：自由な男子（中郡小）
女　　子：小松キラリーズ（小松小）
ミックス：卍突撃組卍（小松小）
【一般の部】
男　　子：たがな漬げっ！
女　　子：よねざわクラブ
ミックス：美酒乱倶楽部

優勝チーム

▲小学生女子の部決勝　小松キラリーズ（小松小）の
　ドリブル
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平
成
30
年
分
の
税
申
告
に
使
え
る

まちからのお知らせ
town information

　お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
方
に
、

平
成
30
年
分
の
「
お
む
つ
に
係
る

費
用
の
医
療
費
控
除
証
明
書
」
を

町
で
無
料
発
行
し
ま
す
。
該
当
す

る
方
は
忘
れ
ず
に
担
当
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
発
行
の
要
件

　町
で
保
有
す
る
介
護
認
定
資
料

（
主
治
医
意
見
書
）
で
、
次
の
す

べ
て
が
確
認
で
き
る
こ
と
。

①
主
治
医
意
見
書
の
作
成
日
が
、

　お
む
つ
を
使
用
し
た
当
該
年
で

　あ
る
こ
と
。

※
現
に
受
け
て
い
る
要
介
護
（
要

　支
援
）
認
定
の
有
効
期
間
が
13

　カ
月
以
上
の
方
で
、
当
該
年
に

　主
治
医
意
見
書
が
作
成
さ
れ
て

　い
な
い
場
合
は
、
前
年
ま
た
は

　そ
の
前
々
年
に
作
成
さ
れ
た
意

　見
書
で
確
認
し
ま
す
。

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
介
護
保
険
被
保
険
者
証

②
印
鑑

③
前
年
に
使
用
し
た
「
お
む
つ
使

　用
証
明
書
」
の
写
し
（
前
年
に

　町
か
ら
「
お
む
つ
に
係
る
費
用

　の
医
療
費
控
除
証
明
書
」
が
交

　付
さ
れ
て
い
る
方
は
不
要
。）

※
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

　用
証
明
書
」
は
、
診
察
料
な
ど

　が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
各
医
療
機
関
へ
お
問

　い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
控
除
を
受
け
る
に
は
、

　必
ず
確
定
申
告
、
町
県
民
税
申

　告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
証
明
書
は
、
平
成
31
年
１

　月
４
日
以
降
に
発
行
し
ま
す
。

②
「
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

　立
度
（
寝
た
き
り
度
）」
が
「
Ｂ

　１
、Ｂ
２
、Ｃ
１
ま
た
は
Ｃ
２
」

　の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
。

③
尿
失
禁
の
発
生
可
能
性
が
「
あ

　り
」
で
あ
る
こ
と
。

　65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要
支

援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
で
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
方

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
や
町
県

民
税
の
申
告
の
際
に
「
障
害
者
控

除
」
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　控
除
を
受
け
る
に
は
「
障
が
い

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
平
成
30
年
分
の
認

定
書
が
必
要
な
方
は
、
町
健
康
福

祉
課
に
相
談
の
上
、
申
請
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
介
護
保
険
被
保
険
者
証

②
印
鑑

※
こ
の
認
定
書
は
、
平
成
31
年
１

　月
４
日
以
降
に
発
行
し
ま
す
。

問
町
健
康
福
祉
課 

介
護
支
援
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
３
８

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
を
交
付
し
ま
す

▼
該
当
す
る
方

　介
護
保
険
の
要
支
援
認
定
・
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
、
次
の

要
件
を
満
た
す
方
。

お
む
つ
に
係
る
費
用
の

医
療
費
控
除
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

問
町
健
康
福
祉
課 

介
護
支
援
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
３
８

休
日
診
療
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　年
末
年
始
期
間
中
、
公
立
置
賜

総
合
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で

は
、
緊
急
性
の
低
い
症
状
の
場
合

は
待
ち
時
間
が
長
く
な
り
、
非
常

に
込
み
合
い
ま
す
。

　急
な
病
気
で
比
較
的
軽
い
症
状

の
方
は
、
休
日
診
療
所
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

休
日
診
療
所
開
院
情
報

▼
期
日
：
12
月
30
日
㈰

　
　
　
　１
月
２
日
㈬

　
　
　
　１
月
３
日
㈭

▼
診
療
時
間

　午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
受
付
）

　午
前
８
時
45
分
～
11
時
45
分

　午
後
１
時
～
４
時
30
分

▼
診
療
科
目

　主
に
内
科
、
小
児
科

▼
場
所

　南
陽
市
東
置
賜
郡
医
師
会
館
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　（南
陽
市
）

▼
連
絡
先
：
40
ー
３
４
５
６

※
受
診
の
際
は
必
ず
保
険
証
を
ご

　持
参
く
だ
さ
い
。

【
地
図
】

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
０
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こ
れ
ま
で
の
素
晴
ら
し
い
ご
活
躍
に
表
彰

秋
の
褒
章  

黄
綬
褒
章

青
木
督
平
さ
ん
（
東
大
塚
）

　

青
木
さ
ん
は
昭
和
60
年
に
「
大
塚
も
ち
加

工
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、
発
足
以
来
代

表
と
し
て
運
営
に
携
わ
れ
ま
し
た
。

　地
元
産
の
も
ち
米
や
大
豆
、
よ
も
ぎ
な
ど

を
使
用
し
た
大
福
や
お
こ
わ
な
ど
の
商
品
開

発
・
販
売
を
通
し
て
、
事
業
の
拡
大
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
自
分
た
ち
で
生
産
し
た
農

産
品
を
自
分
た
ち
で
加
工
す
る
と
い
う
形
で
、

付
加
価
値
の
向
上
を
図
ら
れ
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
東
南
置
賜
地
域
の
加
工
集
団
組

織
に
お
い
て
も
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担
い
、

加
工
技
術
向
上
や
育
成
に
携
わ
り
、
地
元
の

６
次
産
業
化
の
振
興
と
地
産
地
消
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
青
木
さ
ん
は
切
り
花
ダ
リ
ア
の
普

及
に
も
大
変
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　切
り
花
出
荷
に
は
不
向
き
と
さ
れ
る
ダ
リ

ア
の
品
質
向
上
と
、
購
買
者
の
手
元
に
届
く

ま
で
の
品
質
を
維
持
で
き
る
出
荷
用
段
ボ
ー

ル
の
開
発
や
保
冷
車
で
の
輸
送
体
制
、
市
場

で
の
冷
蔵
庫
対
応
な
ど
多
く
の
課
題
を
解
決

し
、平
成
17
年
か
ら
本
格
的
な
出
荷
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
な
ど
、
切
り
花
ダ
リ
ア
の
産
地
づ

く
り
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
の
叙
勲  
瑞
宝
双
光
章

伊
藤
信
雄
さ
ん
（
大
塚
）

秋
の
叙
勲  

瑞
宝
双
光
章

二
井
孝
良
さ
ん
（
時
田
）

　

昭
和
29
年
、
旧
大
塚
村
役
場
に
入
庁
以
来
、

平
成
４
年
に
川
西
町
総
務
課
長
を
最
後
に
退

職
す
る
ま
で
の
38
年
間
は
一
般
職
の
職
員
と

し
て
、
退
職
後
の
２
期
８
年
間
は
町
助
役
と

し
て
そ
の
重
責
を
担
い
、
地
方
自
治
の
振
興

と
町
勢
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　助
役
時
代
は
町
長
を
補
佐
し
、
町
政
の
円

滑
な
運
営
と
住
民
福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
、

地
域
振
興
と
住
民
の
幸
福
実
現
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　昭
和
62
年
に
保
護
司
を
委
嘱
さ
れ
て
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
30
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
、

深
い
人
間
愛
と
誠
実
さ
を
も
っ
て
更
生
保
護

事
業
に
従
事
し
、
犯
罪
を
し
た
人
や
非
行
の

あ
る
少
年
の
改
善
更
生
及
び
地
域
浄
化
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
県
少
年
補
導
協
助
員
や
町
教
育
委

員
会
教
育
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
た
ほ
か
、
平

成
20
年
か
ら
社
会
福
祉
法
人
川
西
福
祉
会
理

事
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　球
根
に
よ
る
栽
培
が
主
だ
っ
た
本
町
に
お

い
て
、
球
根
に
比
べ
種
苗
の
増
殖
率
が
高
く
、

切
り
花
収
量
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
挿
し
芽

苗
技
術
を
導
入
す
る
な
ど
、
産
地
拡
大
に
つ

な
が
る
課
題
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

▲受賞をご報告いただいた青木督平さん（中央）

▲受賞をご報告いただいた伊藤信雄さん（中央）
　と息子の信一郎さん（右）

▲受賞を喜ぶ二井孝良さん

▲大塚もち加工センターでの
　作業に励む青木督平さん

まちからのお知らせ
town information

問
町
税
務
会
計
課 

町
税
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
２
４

償
却
資
産
の
適
正
な
申
告
を

～
平
成
31
年
度
か
ら
適
用 

町
県
民
税
税
制
改
正
～

広
告

配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
が
改
正

　配
偶
者
控
除
お
よ
び
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
平
成
31
年
度
（
平
成
30
年

分
所
得
）
か
ら
申
告
者
本
人
の
所
得
に
よ
っ
て
、
控
除
額
が
段
階
的
に
減

額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
対
象
と

な
る
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

種別
申告者の合計所得金額

900 万円以下 900万円超
950万円以下

950万円超
1000万円以下 1000万円超

控除額
控除対象配偶者 33万円 22万円 11万円 適用なし老人控除対象配偶者 38万円 26万円 13万円

【配偶者控除】　※配偶者の合計所得金額が 38万円以下の場合

配偶者の
合計所得金額

申告者の合計所得金額
900 万円以下 900万円超

950万円以下
950万円超
1000万円以下

控除額
38 万円超 90万円以下 33万円 22万円 11万円
90万円超 95万円以下 31万円 21万円 11万円
95万円超 100万円以下 26万円 18万円 9万円
100万円超 105万円以下 21万円 14万円 7万円
105万円超 110万円以下 16万円 11万円 6万円
110万円超 115万円以下 11万円 8万円 4万円
115万円超 120万円以下 6万円 4万円 2万円
120万円超 123万円以下 3万円 2万円 1万円

【配偶者特別控除】

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　受
け
付
け
ま
す

　平
成
31
・
32
年
度
に
本
町
が
行

う
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
納
入
及
び
役

務
提
供
等
の
入
札
に
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
次
の
要
領
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　平
成
31
年
２
月
１
日
㈮
～

　２
月
28
日
㈭

　（土
日
祝
祭
日
除
く
）

▼
受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　午
後
１
時
～
４
時

▼
受
付
場
所
：
町
役
場
総
務
課

▼
必
要
書
類

　総
務
課
に
準
備
し
て
い
る
「
競

争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
受

付
要
領
」
を
請
求
い
た
だ
く
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
の
う
え
、

必
要
書
類
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
町
総
務
課 

契
約
管
財
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
５
１

　
農
業
・
商
業
・
建
設
業
な
ど
の

事
業
を
行
い
、
町
内
に
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
個
人
・
法
人
の

方
に
は
、
町
に
対
し
て
毎
年
１
月

末
日
ま
で
に
資
産
を
申
告
す
る
よ

う
に
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

　ま
た
、
町
と
し
ま
し
て
も
法
律

に
よ
り
、
適
正
な
申
告
が
行
わ
れ

て
い
る
か
毎
年
税
務
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
事
業
主
の
み
な
さ
ん

に
は
適
正
に
申
告
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
所
有
さ
れ
て
い
る
償
却

資
産
が
申
告
を
要
す
る
も
の
か
ど

う
か
不
明
な
場
合
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
税
務
会
計
課 

町
税
グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
２
２
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日
本
善
行
会  

善
行
表
彰

荒
瀬
美
千
代
さ
ん（
大
塚
）

大
日
本
農
会  

緑
白
綬
有
功
章

登
坂
賢
治
さ
ん
（
上
奥
田
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
通
学
路
で
の
児
童
の
安

全
確
保
や
見
守
り
活
動
に
努
め
、
ま
た
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
安
否
確
認
を
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

世
の
た
め
人
の
た
め
に
黙
々
と
善
行
を
積
み

重
ね
ら
れ
て
き
た
「
公
共
生
活
へ
の
貢
献
」

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　農
業
に
お
け
る
作
業
受
託
組
織
を
設
立
し

共
同
営
農
体
系
を
確
立
し
、
現
在
は
農
事
組

合
法
人
夢
里
と
し
て
運
営
し
、
中
山
間
地
域

の
ハ
ン
デ
を
克
服
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
エ

ダ
マ
メ
や
ソ
バ
栽
培
で
農
業
所
得
の
向
上
と

地
域
振
興
を
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

　多
年
に
わ
た
り
町
農
業
委
員
と
し
て
地
域

農
業
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

紅
大
豆
を
は
じ
め
地
域
の
伝
統
食
材
な
ど
を

活
用
し
て
人
の
流
れ
に
つ
な
げ
る
先
駆
的
な

農
都
交
流
の
仕
組
み
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
、

現
在
は
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構
理

事
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　フ
ワ
ラ
ー
ア
レ
ン
ジ
技
術
！

佐
藤
光
弘
さ
ん
（
上
小
松
）

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
技
術
を
競

う
第
39
回
全
日
本
花
卉
装
飾
技
術
選
抜
選
手

権
11
月
10
日
㈯
に
福
井
県
を
会
場
に
行
わ
れ
、

小
松
花
屋 

店
主 

佐
藤
光
弘
さ
ん
（
上
小
松
）

が
全
体
２
位
に
あ
た
る
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　同
大
会
に
は
全
国
か
ら
22
名
が
出
場
、

テ
ー
マ
「
禅
」
に
基
づ
い
た
花
束
と
テ
ー
ブ

ル
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を
制
作
し
、
そ
の
総
合
点

を
競
い
ま
し
た
。

　佐
藤
さ
ん
は
福
島
県
で
行
わ
れ
た
予
選
会

を
勝
ち
抜
き
、
全
日
本
大
会
で
は
過
去
15
年

ほ
ど
各
種
大
会
に
出
場
し
て
き
た
経
験
に
よ

り
得
た
技
術
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　各
40
分
の
競
技
中
に
佐
藤
さ
ん
は
「
自
分

の
中
の
引
き
出
し
か
ら
プ
ラ
ン
を
い
ち
早
く

固
め
て
、
テ
ー
マ
や
思
い
を
効
果
的
に
表
現

す
る
」
こ
と
を
考
え
て
、
制
作
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

　同
大
会
で
佐
藤
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
す
る
の
は
、
４
年
ぶ
り
２
回
目
と
な

り
ま
す
。

全
日
本
花
卉
装
飾
技
術
選
抜
選
手
権  

農
林
水
産
大
臣
賞

▶
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
作
品
（
上
）
と
花
束

　作品
（
下
）

▲受賞をご報告いただいた荒瀬美千代さん▲受賞とこれからの決意をお話いただいた登坂賢治さん（中央）

▲賞状を手に笑顔の佐藤光弘さん



まちからのお知らせ
town information

優
秀
作
品
を
展
示

～
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
～

　
第
68
回
山
形
県
統
計
グ
ラ
フ
コ

ン
ク
ー
ル
の
優
秀
作
品
が
県
内
各

地
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　本
町
で
は
、
左
記
の
通
り
展
示

さ
れ
ま
す
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま

で
、
統
計
を
使
っ
た
表
現
技
術
を

ぜ
ひ
そ
の
目
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
：
平
成
31
年
１
月
８
日
㈫

　～
16
日
㈬

▼
会
場

　町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

情
報
統
計

　グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
６
８

わ
が
町
の
た
か
ら
も
の 

～
シ
リ
ー
ズ
⑨
～

文
と
い
い
、
明
治
23
年
、
玉
庭
明

才
の
川
嶋
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

米
沢
工
業
学
校
（
現 

米
沢
工
業

高
等
学
校
）
染
色
科
卒
業
後
、
大

阪
の
会
社
に
就
職
す
る
も
半
年
で

退
社
し
、
京
都
美
術
工
芸
学
校
教

授
の
狩
野
探
令
守
純
に
師
事
し
ま

す
。
昭
和
31
年
に
は
、
江
戸
時
代

初
期
に
活
躍
し
た
狩
野
探
幽
を
祖

と
す
る
鍛
冶
橋
狩
野
派
の
正
統
12

代
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　狩
野
派
の
深
奥
を
極
め
る
た
め

全
国
各
地
の
名
勝
霊
地
、
時
に
は

中
国
へ
も
筆
硯
行
脚
し
、
仏
画
に

専
念
す
る
と
し
て
仏
門
に
入
る
な

ど
徹
底
し
た
姿
勢
を
貫
き
ま
し
た
。

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
　☎

44
ー
２
８
４
３

狩
野
派
絵
師
　狩か

の
う野
探た

ん
げ
ん玄
文ぶ

ん
し
ん信神

仏
画
を
得
意
と

し
、
数
多
く
の
社

寺
に
自
身
の
作
品

を
寄
進
し
て
い
ま

す
。
晩
年
に
は
文

化
の
向
上
に
寄
与

し
た
と
し
て
松
岬

賞
を
受
賞
、
米
沢

市
篤
行
者
と
し
て

も
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　一
方
、
玉
庭
に
は
こ
の
よ
う
な

話
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
米
沢

工
業
学
校
時
代
、
授
業
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
絵
を
描
い
て
い
た
文
信

は
幾
度
と
な
く
担
任
に
注
意
さ
れ

る
も
や
め
ず
、
と
う
と
う
校
長
か

ら
「
こ
れ
以
上
や
っ
た
ら
退
学
だ

ぞ
」
と
訓
戒
を
受
け
る
が
、
む
し

ろ
そ
れ
を
喜
ん
で
そ
の
場
で
学
校

を
辞
め
、
そ
の
ま
ま
さ
す
ら
い
の

絵
描
き
人
生
に
入
っ
た
─
。

　酒
や
煙
草
を
嫌
い
、
豪
放
磊
落

な
が
ら
高
潔
で
清
貧
に
甘
ん
じ
、

決
し
て
名
声
を
誇
示
す
る
こ
と
の

な
い
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　狩
野
探
玄
文
信
は
本
名
を
川
嶋

種　類 金　額
シーズン券  一般　　　　　　　４，５００円

 町内小人　　　　　３，５００円
一　日　券 　  １，５００円
半　日　券  　 １，０００円
ナイター券 　  　 ５００円
回　数　券  １０枚つづり　　　　  ５００円

団 体 利 用
 ３５人未満　　　１０，０００円
 ５０人まで　  　２５０円／１人
 １００人まで　  ２２０円／１人
 １００人以上　  ２００円／１人

※ シーズン券は、ナイター利用もできます。
※ ロープトウ券は、ロープトウ小屋で販売します。

■ ロープトウ運行時間
　【月曜日～土曜日】　午後１時～４時
　　※ 平日は都合により運休する場合があります。
　【日曜日、祝祭日】　
　　午前９時～午後４時
　【ナイター】
　　午後６時～８時５０分
　　（火、木、金、土及び祝祭日の前日） 問町生涯学習課 生涯学習グループ ☎４４－２８４３

１２月２５日 ㈫
　小松スキー場 が
　　　　オープン！

※ゲレンデ使用は積雪状況によります

▲玉庭で修行中の文信（右）

※１２月２３日㈰㈷に安全祈願祭の開催を
　予定しています。
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町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　み
な
さ
ん
に
町
の
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
２
回
、
上
半
期
と
下
半
期
に
分
け
て
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
30
年
９
月
末
現
在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　通
常
、
町
の
会
計
は
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
定
の
事
業
を
行
う
な
ど
独
立
性
を
も
っ
て

い
る
事
業
等
は
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
特
別
会
計
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、

下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　本
町
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
水
道
事
業
を
含
め
る
と
、
全
部
で
７
つ
の
会
計
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

歳

　
入

収入率４８．６％
収入済総額

５１億３８０万円

特 別 会 計 特定の事業を行うために、一般会計と区分して経理
する必要がある場合に設けられる会計のことです。〔 〕

区　　分 予算現額 収入済額 執行済額

国民健康保険事業 16億 9,681 万円 6億 6,881 万円 7億 2,122 万円

下 水 道 事 業 5億 2,329 万円 2億 5,752 万円 1億 5,445 万円

農業集落排水事業 9,249 万円 4,597 万円 3,597 万円

介護保険事業 19億 1,722 万円 7億 7,856 万円 7億 5,168 万円

後期高齢者医療 1億 7,171 万円 5,407 万円 5,168 万円

公営企業会計 一般会計などと異なり民間企業に似た経理を行う会
計で、収益的収支と資本的収支に区分されています。〔 〕

区　　分 収　　入 支　　出 差し引き

収 益 的 収 支 2億 4,403 万円 1億 4,702 万円 9,701 万円

資 本 的 収 支 ０円 8,434 万円 △ 8,434 万円

◆水道事業会計

平成３０年度 上半期

平成３０年９月３０日現在

48億9,525万円

12億7,108万円

　 10億6,121万円
 2億3,310万円

　  6億1,851万円
     2億5,954万円

12億9,549万円
4億6,639万円

32億3,402万円
地方交付税
（66．1％）

町　　　税
（58.3％）

県 支 出 金
（22．0％）

3億1,500万円
     1億7,020万円

地方消費税
交　付　金
（54．0％）

国 庫 支 出 金
（42．0％）

 10億5,189万円
                  0円

町　　　債
（　  0％）

そ　の　他
（36．0%）

予算額
収入・執行済額

（　　）内の％は予算額に対する
収入・執行済額の割合

  7億4,055万円

（前年度からの繰越分を含む）

問
町
未
来
づ
く
り
課

　財
政
グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
１
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▼
日
時

　平
成
31
年
１
月
６
日
㈰

　午
前
９
時
～
10
時

▼
会
場

　町
中
央
公
民
館
駐
車
場

　町
の
安
全
安
心
を
守
っ
て
い
る

消
防
団
の
出
初
式
を
開
催
し
ま
す
。

　各
分
団
ご
と
の
分
列
行
進
や
一

斉
放
水
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
元
旦
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
。
平
成

最
後
の
初
日
の
出
を
目
指
し
て
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
（
西
洋
か
ん
じ
き
）

を
履
い
て
高
戸
屋
山
を
雪
上
ハ
イ

キ
ン
グ
し
ま
す
。
ガ
イ
ド
兼
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
同
行
し
ま
す
の

で
、
初
心
者
の
方
で
も
楽
し
く
安

全
に
参
加
で
き
ま
す
。
下
山
後
は

大
光
院
で
の
初
詣（
希
望
者
の
み
）

や
、
ま
ど
か
の
温
泉
で
初
湯
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
平
成
31
年
１
月
１
日
㈫

　午
前
５
時
30
分
～
８
時
30
分
頃

※
午
前
７
時
頃
に
山
頂
到
着
予
定

▼
集
合
場
所

　町
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か

▼
参
加
料
：
５
０
０
円

　
　
　
　

（
入
浴
、保
険
、ガ
イ
ド
費
用
な
ど
）

▼
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
レ
ン
タ
ル
料

　

　１
０
８
０
円
（
要
事
前
予
約
）

▼
申
込

　12
月
21
日
㈮
ま
で
左
記
ま
で

※
天
候
に
よ
り
内
容
変
更
ま
た
は

　中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
町
観
光
協
会 

☎
54
ー
１
５
１
５

 

１
月 

１
日
（
元
日
）  

初
日
の
出
を
見
に
行
こ
う

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

　川
西
消
防
署

　

☎
42
ー
３
７
０
０

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
１
２

１
月 

５
日 

㊏

　川
西
町 

２
分
の
３
成
人
式

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
１
３

１
月 

６
日 

㊐

　川
西
町 

消
防
出
初
式

▲平成 29年度の分列行進の様子

　開
催
ま
で
い
よ
い
よ
１
か
月
を

切
っ
た
30
歳
を
祝
う
「
２
分
の
３

成
人
式
」。
現
在
、
有
志
16
名
の

実
行
委
員
会
が
式
を
盛
り
上
げ
る

た
め
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
同

学
年
の
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
：
平
成
31
年
１
月
５
日
㈯

　午
後
３
時
～

　（受
付
：
午
後
２
時
～
）

▼
会
場
：
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か

年始がアツイ！ 町のイベント情報

～
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
ク
参
加
者
募
集
中
～

わ
が
町
の
た
か
ら
も
の 

～
シ
リ
ー
ズ
⑨
～

▲実行委員より
　「出席されるみなさん、お待ちしています！」
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歳

　
出

執行率４１．１％
執行済総額

４３億１,４１２万円
基　　金

公 有 財 産

※平成30年３月末日現在高との比較

※平成30年３月末日現在高との比較

区　　分 平成３０年９月末現在高 増　　減
財 政 調 整 基 金 4 億 7,643 万円 △ 1 億 5,819 万円
庁 舎 建 設 基 金 4 億 1,009 万円 1 億　　 2 万円
国民健康保険給付基金 1 億 6,175 万円 0 円
人 材 育 成 交 流 基 金 9,734 万円 △ 169 万円
起 業 支 援 基 金 9,337 万円 △ 458 万円
子 育 て 支 援 基 金 6,309 万円 △ 2,567 万円
土 地 開 発 基 金 5,957 万円 △ 59 万円
本間喜一顕彰基金 5,000 万円 4,400 万円
ふるさとづくり基金 4,218 万円 △ 2,371 万円
町 債 管 理 基 金 2,610 万円 △ 9,619 万円
そ の 他 1 億 6,688 万円 207 万円

区　　分 平成３０年９月末現在 増　　減

土 地 7,327,795㎡ 12,417㎡

建 物 91,181㎡ △ 30㎡

有 価 証 券 3,435 万円 ０円

出資による権 利 1 億 5,068 万円 △ 290 円

各会計町債現在高
水道事業会計

17 億 7,718 万円
下水道事業会計

32 億 3,836 万円
農業集落排水事業会計

5 億 8,287 万円

　町税のうち、都市計画税と入湯税は、特定の費
用に充てるために課される目的税です。本町では、
都市計画税は下水道事業特別会計へ繰り出し、公
共下水道事業に使っています。また、入湯税は観
光施設の整備と観光振興の事業に使っています。

町債現在高

１２５億５，１６５万円

　町　　税　

７億４，０５５万円

過疎債
52億 5,177 万円

県振興資金
１２億 6,186 万円

その他
1億 9,226 万円

臨時財政対策債
３5億 2,209 万円

教育債
9億 3,506 万円

農林水産業債
6億 1,285 万円

消防債 651万円

土木債
6億 8,266 万円

総務債 8,659 万円

固定資産税
3億 4,310 万円町民税

2億 9,055 万円

軽自動車税
　　　5,821 万円

たばこ税　4,555 万円
都市計画税　０円
入湯税　314万円

農林水産業費
（34.0％）

教　育　費
（47.1％）

そ　の　他
（54.6％）

総　務　費
（39.4％）

18 億 2,451 万円
7 億 1,969 万円

衛　生　費
（54.5％）

17 億 6,216 万円
  9 億 6,077 万円

民　生　費
（34.4％）

21 億 1,987 万円
 7 億 2,841 万円

11 億 6,279 万円
  3 億 9,535 万円

8 億 4,812 万円
3 億 9,913 万円

7 億 8,660 万円
3 億 2,000 万円

7 億 3,030 万円
3 億 9,909 万円

公　債　費
（30.7％）

12 億 7,408 万円
  3 億 9,168 万円

土　木　費
（40.7％）
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11
月
14
日
㈬
、
山
形
お
き
た
ま

農
業
協
同
組
合
と
全
国
共
済
農
業

協
同
組
合
連
合
会
山
形
県
本
部
か

ら
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
５
基
を
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
寄
贈
は
、
昭

和
48
年
か
ら
毎
年
本
町
に
い
た
だ

い
て
お
り
、
今
年
で
通
算
２
８
５

基
と
な
り
ま
し
た
。

　町
で
は
、
こ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
有
効
に
活
用
し
、
交
通
事
故
防

止
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

  

い
た
だ
き
ま
し
た

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ

　ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
７

　11
月
16
日
㈮
、
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ

サ
ー
ビ
ス
お
き
た
ま
よ
り
、
今
年

４
月
に
町
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
や
す
ら
ぎ
お
き
た
ま
川
西
ホ
ー

ル
」
で
10
月
に
行
わ
れ
た
人
形
供

養
祭
で
の
供
養
料
を
子
育
て
支
援

の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

未
就
学
児
の
た
め
の
遊
具
３
点
を

町
に
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　同
社
は
毎
年
10
月
に
開
催
し
て

い
る
人
形
供
養
祭
に
お
け
る
供
養

料
を
各
自
治
体
に
寄
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
寄
付
を
本
町
が
頂
戴

す
る
の
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　寄
贈
い
た
だ
い
た
遊
具
は
「
ゆ

ら
ゆ
ら
シ
ー
ソ
ー
」「
お
え
か
き

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
遊
具
を
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

ボ
ー
ド
掲
示
板
」「
マ
グ
ペ
ッ
タ

ン
パ
ズ
ル
」
の
３
つ
で
す
。

　11
月
下
旬
に
、
町
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら
に
新
し
い
遊
具

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
た
「
ル

ン
ル
ン
子
育
て
広
場
」
で
は
、
真

新
し
い
遊
具
で
元
気
い
っ
ぱ
い
楽

し
む
姿
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

問
町
教
育
総
務
課 

子
育
て
支
援

　グ
ル
ー
プ

　☎
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▲来庁いただいた若林英毅副組合長理事（中央）と
　遠藤秀哉川西地区代表支店長（右）

▶
来
庁
い
た
だ
い
た
木
村
敏
和
Ｊ
Ａ
山
形

　お
き
た
ま
代
表
理
事
組
合
長
（
中
央
）

　

　と
渡
部
義
満
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
サ
ー
ビ
ス

　お
き
た
ま
代
表
取
締
役
社
長
（
右
）

▲ゆらゆらシーソー

▲おえかきボード掲示板と
　マグペッタンパズル

　
犬
川
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
東
側

に
、
周
辺
の
野
生
生
物
の
生
息
空

間
と
な
る
ビ
オ
ト
ー
プ
（
環
境
保

全
池
）
が
完
成
し
ま
し
た
。

　11
月
21
日
㈬
に
は
通
水
式
と
、

設
置
に
携
わ
っ
た
置
賜
農
業
高
校

食
料
環
境
科
環
境
班
２
年
生
に
よ

る
活
動
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　犬
川
・
谷
地
地
区
農
地
整
備
事

業
を
進
め
る
う
え
で
、
環
境
配
慮

の
視
点
か
ら
行
政
と
住
民
、
白
川

土
地
改
良
区
、
置
賜
農
業
高
校
が

連
携
し
、
平
成
25
年
か
ら
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　環
境
調
査
に
お
い
て
、
希
少
種

の
マ
ル
タ
ニ
シ
や
水
田
内
の
害
虫

を
捕
食
す
る
ト
ン
ボ
類
が
多
く
確

認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
多
様
な
生

態
系
や
益
虫
を
保
全
す
る
た
め
の

対
策
と
し
て
、
農
業
用
水
路
と
つ

な
が
る
約
60
㎡
の
ビ
オ
ト
ー
プ
設

置
に
至
り
ま
し
た
。

　置
賜
農
業
高
校
は
、
県
環
境
調

査
か
ら
ビ
オ
ト
ー
プ
の
イ
メ
ー
ジ

図
作
成
、
池
周
辺
へ
の
ウ
ッ
ド

チ
ッ
プ
敷
設
に
参
画
し
、
環
境
と

農
業
の
共
生
の
た
め
の
研
究
活
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

犬
川
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
東
側
に
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　ビ
オ
ト
ー
プ
が
完
成

問
町
農
地
林
務
課 

農
村
林
務
グ

　ル
ー
プ

☎
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　完
成
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
は
、
犬

川
小
学
校
児
童
を
は
じ
め
、
地
域

で
の
環
境
学
習
な
ど
で
活
用
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 ▲今年１０月に完成したビオトープ▲置農生による活動報告

15　町報かわにし 平成３０年１２月１５日

まちからのお知らせ
town information

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
余
・
・
・

　
　
　
　
　
　～
岩
手
県
大
槌
町
と
の
交
流
～

適
正
な
処
理
と
認
め
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　～
定
例
監
査
結
果
～

▼
監
査
の
種
類

　地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４

項
及
び
川
西
町
監
査
の
執
行
に
関

す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
基
づ

く
定
例
監
査

▼
監
査
執
行
日
及
び
対
象
課
等

○
10
月
25
日
㈭

　未
来
づ
く
り
課
、
未
来
創
造
室

○
11
月
19
日
㈪

　
教
育
総
務
課
、
美
郷
幼
稚
園

　
中
郡
小
学
校
、
吉
島
小
学
校

▼
監
査
委
員
の
氏
名

　島
貫
憲
明
、
髙
梨
勇
吉

▼
監
査
対
象
事
項

　主
に
平
成
30
年
度
の
財
務
に
関

す
る
事
務
の
執
行
及
び
経
営
に
係

る
事
業
管
理
に
関
す
る
次
の
事
項

⑴
歳
入
の
調
定
及
び
収
納

⑵
歳
出
の
予
算
経
理

⑶
町
補
助
金
等
の
交
付
決
定

⑷
支
出
負
担
行
為
に
お
け
る
入
札

　及
び
契
約

⑸
各
幼
稚
園
・
小
学
校
の
施
設
管

　理
に
関
す
る
こ
と
。

⑹
そ
の
他
、
必
要
と
認
め
る
事
項

▼
監
査
の
手
続
き

　各
課
が
所
管
す
る
財
務
に
関
す

る
事
務
の
執
行
及
び
経
営
に
係
る

事
業
の
管
理
に
関
す
る
事
項
に
お

い
て
、
適
法
性
、
効
率
性
に
留
意

し
関
係
書
類
、
資
料
の
提
出
を
受

け
、
書
類
監
査
及
び
関
係
職
員
か

ら
の
聴
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

▼
監
査
の
結
果

　監
査
対
象
事
項
に
お
い
て
、
適

正
に
処
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　地
方
自
治
法
及
び
川
西
町
監
査
の
執
行
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
監
査

を
実
施
し
た
結
果
、
適
正
な
処
理
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
監
査
結
果
の
詳

細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
町
監
査
委
員
事
務
局

☎
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大
槌
町
に
義
援
金
を
届
け
ま
し
た

　
今
年
７
月
に
玉
庭
小
学
校
児
童

会
の
大
木
明あ

か

り
香
里
さ
ん（
６
年
生
）

と
齋
藤
実み

お桜
さ
ん
（
６
年
生
）
が

町
役
場
へ
届
け
た
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動

を
通
し
て
集
ま
っ
た
大
槌
町
へ
の

義
援
金
を
、
こ
の
た
び
原
田
町
長

が
直
接
大
槌
町
に
出
向
い
て
届
け

ま
し
た
。

　玉
庭
小
で
は
昨
年
の
修
学
旅
行

で
大
槌
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
現
地

大
槌
町
産
の
鮭
を
給
食
で
味
わ
う

　
11
月
９
日
㈮
、
町
内
小
中
学
校

の
給
食
で
大
槌
町
産
の
鮭
が
提
供

さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
取
り
組
み
は
、
被
災
地
復

興
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
大
槌
町

の
鮮
魚
店
か
ら
鮭
を
取
り
寄
せ
、

給
食
の
お
か
ず
と
し
て
提
供
す
る

も
の
で
、
平
成
27
年
か
ら
年
１
回

行
わ
れ
、
今
年
で
４
回
目
。
町
内

小
中
学
校
全
校
で
提
供
さ
れ
る
よ

の
復
興
の
様
子
を
目
の
当
た
り
に

し
「
復
興
は
ま
だ
。
ま
た
義
援
金

を
送
り
た
い
」
と
心
に
決
め
、
今

年
も
募
金
を
募
り
ま
し
た
。

　「大
槌
町
が
１
日
で
も
早
く
復

興
し
て
ほ
し
い
」「
大
槌
町
が
明

る
く
元
気
な
場
所
に
戻
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
児
童
た
ち
願
い
が
込

め
ら
れ
た
義
援
金
。
被
災
地
の
役

に
立
つ
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

▲大木明香里さん（中央）と齋藤実桜さん（右）

う
に
な
り
３
年
目
と
な
り
ま
す
。

　こ
の
日
は
、
塩
焼
き
や
フ
ラ
イ

と
し
て
テ
ー
ブ
ル
に
並
ん
だ
鮭
を

小
中
学
生
た
ち
が
お
い
し
く
ほ
お

ば
り
ま
し
た
。

　小
松
小
学
校
で
は
鮭
の
塩
焼
き

を
「
と
っ
て
も
お
い
し
い
」「
普

段
食
べ
て
い
る
鮭
と
違
う
」
と
児

童
た
ち
が
ワ
イ
ワ
イ
言
葉
を
交
わ

し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

▲鮭の塩焼きをほおばる小松小児童たち
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11
月
14
日
㈬
、
山
形
お
き
た
ま

農
業
協
同
組
合
と
全
国
共
済
農
業

協
同
組
合
連
合
会
山
形
県
本
部
か

ら
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
５
基
を
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
寄
贈
は
、
昭

和
48
年
か
ら
毎
年
本
町
に
い
た
だ

い
て
お
り
、
今
年
で
通
算
２
８
５

基
と
な
り
ま
し
た
。

　町
で
は
、
こ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
有
効
に
活
用
し
、
交
通
事
故
防

止
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

  

い
た
だ
き
ま
し
た

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ

　ル
ー
プ
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月
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ー
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内
に
オ
ー
プ
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た

「
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川
西
ホ
ー

ル
」
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た
人
形
供
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養
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支
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役
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て
ほ
し
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と
、

未
就
学
児
の
た
め
の
遊
具
３
点
を

町
に
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　同
社
は
毎
年
10
月
に
開
催
し
て

い
る
人
形
供
養
祭
に
お
け
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供
養
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を
各
自
治
体
に
寄
付
さ
れ
て
い
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す
。
こ
の
寄
付
を
本
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の
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ま
す
。
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場
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る
事
項
に
お

い
て
、
適
法
性
、
効
率
性
に
留
意

し
関
係
書
類
、
資
料
の
提
出
を
受

け
、
書
類
監
査
及
び
関
係
職
員
か

ら
の
聴
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

▼
監
査
の
結
果

　監
査
対
象
事
項
に
お
い
て
、
適

正
に
処
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　地
方
自
治
法
及
び
川
西
町
監
査
の
執
行
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
監
査

を
実
施
し
た
結
果
、
適
正
な
処
理
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
監
査
結
果
の
詳

細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
町
監
査
委
員
事
務
局

☎
42
ー
６
６
７
４

大
槌
町
に
義
援
金
を
届
け
ま
し
た

　
今
年
７
月
に
玉
庭
小
学
校
児
童

会
の
大
木
明あ

か

り
香
里
さ
ん（
６
年
生
）

と
齋
藤
実み

お桜
さ
ん
（
６
年
生
）
が

町
役
場
へ
届
け
た
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動

を
通
し
て
集
ま
っ
た
大
槌
町
へ
の

義
援
金
を
、
こ
の
た
び
原
田
町
長

が
直
接
大
槌
町
に
出
向
い
て
届
け

ま
し
た
。

　玉
庭
小
で
は
昨
年
の
修
学
旅
行

で
大
槌
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
現
地

大
槌
町
産
の
鮭
を
給
食
で
味
わ
う

　
11
月
９
日
㈮
、
町
内
小
中
学
校

の
給
食
で
大
槌
町
産
の
鮭
が
提
供

さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
取
り
組
み
は
、
被
災
地
復

興
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
大
槌
町

の
鮮
魚
店
か
ら
鮭
を
取
り
寄
せ
、

給
食
の
お
か
ず
と
し
て
提
供
す
る

も
の
で
、
平
成
27
年
か
ら
年
１
回

行
わ
れ
、
今
年
で
４
回
目
。
町
内

小
中
学
校
全
校
で
提
供
さ
れ
る
よ

の
復
興
の
様
子
を
目
の
当
た
り
に

し
「
復
興
は
ま
だ
。
ま
た
義
援
金

を
送
り
た
い
」
と
心
に
決
め
、
今

年
も
募
金
を
募
り
ま
し
た
。

　「大
槌
町
が
１
日
で
も
早
く
復

興
し
て
ほ
し
い
」「
大
槌
町
が
明

る
く
元
気
な
場
所
に
戻
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
児
童
た
ち
願
い
が
込

め
ら
れ
た
義
援
金
。
被
災
地
の
役

に
立
つ
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

▲大木明香里さん（中央）と齋藤実桜さん（右）

う
に
な
り
３
年
目
と
な
り
ま
す
。

　こ
の
日
は
、
塩
焼
き
や
フ
ラ
イ

と
し
て
テ
ー
ブ
ル
に
並
ん
だ
鮭
を

小
中
学
生
た
ち
が
お
い
し
く
ほ
お

ば
り
ま
し
た
。

　小
松
小
学
校
で
は
鮭
の
塩
焼
き

を
「
と
っ
て
も
お
い
し
い
」「
普

段
食
べ
て
い
る
鮭
と
違
う
」
と
児

童
た
ち
が
ワ
イ
ワ
イ
言
葉
を
交
わ

し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

▲鮭の塩焼きをほおばる小松小児童たち
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優
秀
作
品
を
展
示

～
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
～

　
第
68
回
山
形
県
統
計
グ
ラ
フ
コ

ン
ク
ー
ル
の
優
秀
作
品
が
県
内
各

地
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　本
町
で
は
、
左
記
の
通
り
展
示

さ
れ
ま
す
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま

で
、
統
計
を
使
っ
た
表
現
技
術
を

ぜ
ひ
そ
の
目
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
：
平
成
31
年
１
月
８
日
㈫

　～
16
日
㈬

▼
会
場

　町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

情
報
統
計

　グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
６
８

わ
が
町
の
た
か
ら
も
の 

～
シ
リ
ー
ズ
⑨
～

文
と
い
い
、
明
治
23
年
、
玉
庭
明

才
の
川
嶋
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

米
沢
工
業
学
校
（
現 

米
沢
工
業

高
等
学
校
）
染
色
科
卒
業
後
、
大

阪
の
会
社
に
就
職
す
る
も
半
年
で

退
社
し
、
京
都
美
術
工
芸
学
校
教

授
の
狩
野
探
令
守
純
に
師
事
し
ま

す
。
昭
和
31
年
に
は
、
江
戸
時
代

初
期
に
活
躍
し
た
狩
野
探
幽
を
祖

と
す
る
鍛
冶
橋
狩
野
派
の
正
統
12

代
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　狩
野
派
の
深
奥
を
極
め
る
た
め

全
国
各
地
の
名
勝
霊
地
、
時
に
は

中
国
へ
も
筆
硯
行
脚
し
、
仏
画
に

専
念
す
る
と
し
て
仏
門
に
入
る
な

ど
徹
底
し
た
姿
勢
を
貫
き
ま
し
た
。

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
　☎

44
ー
２
８
４
３

狩
野
派
絵
師
　狩か

の
う野
探た

ん
げ
ん玄
文ぶ

ん
し
ん信神

仏
画
を
得
意
と

し
、
数
多
く
の
社

寺
に
自
身
の
作
品

を
寄
進
し
て
い
ま

す
。
晩
年
に
は
文

化
の
向
上
に
寄
与

し
た
と
し
て
松
岬

賞
を
受
賞
、
米
沢

市
篤
行
者
と
し
て

も
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　一
方
、
玉
庭
に
は
こ
の
よ
う
な

話
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
米
沢

工
業
学
校
時
代
、
授
業
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
絵
を
描
い
て
い
た
文
信

は
幾
度
と
な
く
担
任
に
注
意
さ
れ

る
も
や
め
ず
、
と
う
と
う
校
長
か

ら
「
こ
れ
以
上
や
っ
た
ら
退
学
だ

ぞ
」
と
訓
戒
を
受
け
る
が
、
む
し

ろ
そ
れ
を
喜
ん
で
そ
の
場
で
学
校

を
辞
め
、
そ
の
ま
ま
さ
す
ら
い
の

絵
描
き
人
生
に
入
っ
た
─
。

　酒
や
煙
草
を
嫌
い
、
豪
放
磊
落

な
が
ら
高
潔
で
清
貧
に
甘
ん
じ
、

決
し
て
名
声
を
誇
示
す
る
こ
と
の

な
い
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　狩
野
探
玄
文
信
は
本
名
を
川
嶋

種　類 金　額
シーズン券  一般　　　　　　　４，５００円

 町内小人　　　　　３，５００円
一　日　券 　  １，５００円
半　日　券  　 １，０００円
ナイター券 　  　 ５００円
回　数　券  １０枚つづり　　　　  ５００円

団 体 利 用
 ３５人未満　　　１０，０００円
 ５０人まで　  　２５０円／１人
 １００人まで　  ２２０円／１人
 １００人以上　  ２００円／１人

※ シーズン券は、ナイター利用もできます。
※ ロープトウ券は、ロープトウ小屋で販売します。

■ ロープトウ運行時間
　【月曜日～土曜日】　午後１時～４時
　　※ 平日は都合により運休する場合があります。
　【日曜日、祝祭日】　
　　午前９時～午後４時
　【ナイター】
　　午後６時～８時５０分
　　（火、木、金、土及び祝祭日の前日） 問町生涯学習課 生涯学習グループ ☎４４－２８４３

１２月２５日 ㈫
　小松スキー場 が
　　　　オープン！

※ゲレンデ使用は積雪状況によります

▲玉庭で修行中の文信（右）

※１２月２３日㈰㈷に安全祈願祭の開催を
　予定しています。
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町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　み
な
さ
ん
に
町
の
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
２
回
、
上
半
期
と
下
半
期
に
分
け
て
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
30
年
９
月
末
現
在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　通
常
、
町
の
会
計
は
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
定
の
事
業
を
行
う
な
ど
独
立
性
を
も
っ
て

い
る
事
業
等
は
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
特
別
会
計
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、

下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　本
町
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
水
道
事
業
を
含
め
る
と
、
全
部
で
７
つ
の
会
計
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

歳

　
入

収入率４８．６％
収入済総額

５１億３８０万円

特 別 会 計 特定の事業を行うために、一般会計と区分して経理
する必要がある場合に設けられる会計のことです。〔 〕

区　　分 予算現額 収入済額 執行済額

国民健康保険事業 16億 9,681 万円 6億 6,881 万円 7億 2,122 万円

下 水 道 事 業 5億 2,329 万円 2億 5,752 万円 1億 5,445 万円

農業集落排水事業 9,249 万円 4,597 万円 3,597 万円

介護保険事業 19億 1,722 万円 7億 7,856 万円 7億 5,168 万円

後期高齢者医療 1億 7,171 万円 5,407 万円 5,168 万円

公営企業会計 一般会計などと異なり民間企業に似た経理を行う会
計で、収益的収支と資本的収支に区分されています。〔 〕

区　　分 収　　入 支　　出 差し引き

収 益 的 収 支 2億 4,403 万円 1億 4,702 万円 9,701 万円

資 本 的 収 支 ０円 8,434 万円 △ 8,434 万円

◆水道事業会計

平成３０年度 上半期

平成３０年９月３０日現在

48億9,525万円

12億7,108万円

　 10億6,121万円
 2億3,310万円

　  6億1,851万円
     2億5,954万円

12億9,549万円
4億6,639万円

32億3,402万円
地方交付税
（66．1％）

町　　　税
（58.3％）

県 支 出 金
（22．0％）

3億1,500万円
     1億7,020万円

地方消費税
交　付　金
（54．0％）

国 庫 支 出 金
（42．0％）

 10億5,189万円
                  0円

町　　　債
（　  0％）

そ　の　他
（36．0%）

予算額
収入・執行済額

（　　）内の％は予算額に対する
収入・執行済額の割合

  7億4,055万円

（前年度からの繰越分を含む）

問
町
未
来
づ
く
り
課

　財
政
グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
１
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▼
日
時

　平
成
31
年
１
月
６
日
㈰

　午
前
９
時
～
10
時

▼
会
場

　町
中
央
公
民
館
駐
車
場

　町
の
安
全
安
心
を
守
っ
て
い
る

消
防
団
の
出
初
式
を
開
催
し
ま
す
。

　各
分
団
ご
と
の
分
列
行
進
や
一

斉
放
水
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
元
旦
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
。
平
成

最
後
の
初
日
の
出
を
目
指
し
て
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
（
西
洋
か
ん
じ
き
）

を
履
い
て
高
戸
屋
山
を
雪
上
ハ
イ

キ
ン
グ
し
ま
す
。
ガ
イ
ド
兼
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
同
行
し
ま
す
の

で
、
初
心
者
の
方
で
も
楽
し
く
安

全
に
参
加
で
き
ま
す
。
下
山
後
は

大
光
院
で
の
初
詣（
希
望
者
の
み
）

や
、
ま
ど
か
の
温
泉
で
初
湯
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
平
成
31
年
１
月
１
日
㈫

　午
前
５
時
30
分
～
８
時
30
分
頃

※
午
前
７
時
頃
に
山
頂
到
着
予
定

▼
集
合
場
所

　町
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か

▼
参
加
料
：
５
０
０
円

　
　
　
　

（
入
浴
、保
険
、ガ
イ
ド
費
用
な
ど
）

▼
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
レ
ン
タ
ル
料

　

　１
０
８
０
円
（
要
事
前
予
約
）

▼
申
込

　12
月
21
日
㈮
ま
で
左
記
ま
で

※
天
候
に
よ
り
内
容
変
更
ま
た
は

　中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
町
観
光
協
会 

☎
54
ー
１
５
１
５

 

１
月 

１
日
（
元
日
）  

初
日
の
出
を
見
に
行
こ
う

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

　川
西
消
防
署

　

☎
42
ー
３
７
０
０

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
１
２

１
月 

５
日 

㊏

　川
西
町 

２
分
の
３
成
人
式

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
１
３

１
月 

６
日 

㊐

　川
西
町 

消
防
出
初
式

▲平成 29年度の分列行進の様子

　開
催
ま
で
い
よ
い
よ
１
か
月
を

切
っ
た
30
歳
を
祝
う
「
２
分
の
３

成
人
式
」。
現
在
、
有
志
16
名
の

実
行
委
員
会
が
式
を
盛
り
上
げ
る

た
め
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
同

学
年
の
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
：
平
成
31
年
１
月
５
日
㈯

　午
後
３
時
～

　（受
付
：
午
後
２
時
～
）

▼
会
場
：
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か

年始がアツイ！ 町のイベント情報

～
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
ク
参
加
者
募
集
中
～

わ
が
町
の
た
か
ら
も
の 

～
シ
リ
ー
ズ
⑨
～

▲実行委員より
　「出席されるみなさん、お待ちしています！」

町報かわにし　16平成３０年１２月１５日

一般会計歳入歳出予算額　　１０５億８４３万円 　　　

歳

　
出

執行率４１．１％
執行済総額

４３億１,４１２万円
基　　金

公 有 財 産

※平成30年３月末日現在高との比較

※平成30年３月末日現在高との比較

区　　分 平成３０年９月末現在高 増　　減
財 政 調 整 基 金 4 億 7,643 万円 △ 1 億 5,819 万円
庁 舎 建 設 基 金 4 億 1,009 万円 1 億　　 2 万円
国民健康保険給付基金 1 億 6,175 万円 0 円
人 材 育 成 交 流 基 金 9,734 万円 △ 169 万円
起 業 支 援 基 金 9,337 万円 △ 458 万円
子 育 て 支 援 基 金 6,309 万円 △ 2,567 万円
土 地 開 発 基 金 5,957 万円 △ 59 万円
本間喜一顕彰基金 5,000 万円 4,400 万円
ふるさとづくり基金 4,218 万円 △ 2,371 万円
町 債 管 理 基 金 2,610 万円 △ 9,619 万円
そ の 他 1 億 6,688 万円 207 万円

区　　分 平成３０年９月末現在 増　　減

土 地 7,327,795㎡ 12,417㎡

建 物 91,181㎡ △ 30㎡

有 価 証 券 3,435 万円 ０円

出資による権 利 1 億 5,068 万円 △ 290 円

各会計町債現在高
水道事業会計

17 億 7,718 万円
下水道事業会計

32 億 3,836 万円
農業集落排水事業会計

5 億 8,287 万円

　町税のうち、都市計画税と入湯税は、特定の費
用に充てるために課される目的税です。本町では、
都市計画税は下水道事業特別会計へ繰り出し、公
共下水道事業に使っています。また、入湯税は観
光施設の整備と観光振興の事業に使っています。

町債現在高

１２５億５，１６５万円

　町　　税　

７億４，０５５万円

過疎債
52億 5,177 万円

県振興資金
１２億 6,186 万円

その他
1億 9,226 万円

臨時財政対策債
３5億 2,209 万円

教育債
9億 3,506 万円

農林水産業債
6億 1,285 万円

消防債 651万円

土木債
6億 8,266 万円

総務債 8,659 万円

固定資産税
3億 4,310 万円町民税

2億 9,055 万円

軽自動車税
　　　5,821 万円

たばこ税　4,555 万円
都市計画税　０円
入湯税　314万円

農林水産業費
（34.0％）

教　育　費
（47.1％）

そ　の　他
（54.6％）

総　務　費
（39.4％）

18 億 2,451 万円
7 億 1,969 万円

衛　生　費
（54.5％）

17 億 6,216 万円
  9 億 6,077 万円

民　生　費
（34.4％）

21 億 1,987 万円
 7 億 2,841 万円

11 億 6,279 万円
  3 億 9,535 万円

8 億 4,812 万円
3 億 9,913 万円

7 億 8,660 万円
3 億 2,000 万円

7 億 3,030 万円
3 億 9,909 万円

公　債　費
（30.7％）

12 億 7,408 万円
  3 億 9,168 万円

土　木　費
（40.7％）

13　町報かわにし 平成３０年１２月１５日



平
成
30
年
分
の
税
申
告
に
使
え
る

まちからのお知らせ
town information

　お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
方
に
、

平
成
30
年
分
の
「
お
む
つ
に
係
る

費
用
の
医
療
費
控
除
証
明
書
」
を

町
で
無
料
発
行
し
ま
す
。
該
当
す

る
方
は
忘
れ
ず
に
担
当
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
発
行
の
要
件

　町
で
保
有
す
る
介
護
認
定
資
料

（
主
治
医
意
見
書
）
で
、
次
の
す

べ
て
が
確
認
で
き
る
こ
と
。

①
主
治
医
意
見
書
の
作
成
日
が
、

　お
む
つ
を
使
用
し
た
当
該
年
で

　あ
る
こ
と
。

※
現
に
受
け
て
い
る
要
介
護
（
要

　支
援
）
認
定
の
有
効
期
間
が
13

　カ
月
以
上
の
方
で
、
当
該
年
に

　主
治
医
意
見
書
が
作
成
さ
れ
て

　い
な
い
場
合
は
、
前
年
ま
た
は

　そ
の
前
々
年
に
作
成
さ
れ
た
意

　見
書
で
確
認
し
ま
す
。

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
介
護
保
険
被
保
険
者
証

②
印
鑑

③
前
年
に
使
用
し
た
「
お
む
つ
使

　用
証
明
書
」
の
写
し
（
前
年
に

　町
か
ら
「
お
む
つ
に
係
る
費
用

　の
医
療
費
控
除
証
明
書
」
が
交

　付
さ
れ
て
い
る
方
は
不
要
。）

※
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

　用
証
明
書
」
は
、
診
察
料
な
ど

　が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
各
医
療
機
関
へ
お
問

　い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
控
除
を
受
け
る
に
は
、

　必
ず
確
定
申
告
、
町
県
民
税
申

　告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
証
明
書
は
、
平
成
31
年
１

　月
４
日
以
降
に
発
行
し
ま
す
。

②
「
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

　立
度
（
寝
た
き
り
度
）」
が
「
Ｂ

　１
、Ｂ
２
、Ｃ
１
ま
た
は
Ｃ
２
」

　の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
。

③
尿
失
禁
の
発
生
可
能
性
が
「
あ

　り
」
で
あ
る
こ
と
。

　65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要
支

援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
で
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
方

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
や
町
県

民
税
の
申
告
の
際
に
「
障
害
者
控

除
」
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　控
除
を
受
け
る
に
は
「
障
が
い

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
平
成
30
年
分
の
認

定
書
が
必
要
な
方
は
、
町
健
康
福

祉
課
に
相
談
の
上
、
申
請
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
介
護
保
険
被
保
険
者
証

②
印
鑑

※
こ
の
認
定
書
は
、
平
成
31
年
１

　月
４
日
以
降
に
発
行
し
ま
す
。

問
町
健
康
福
祉
課 

介
護
支
援
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
３
８

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
を
交
付
し
ま
す

▼
該
当
す
る
方

　介
護
保
険
の
要
支
援
認
定
・
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
、
次
の

要
件
を
満
た
す
方
。

お
む
つ
に
係
る
費
用
の

医
療
費
控
除
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

問
町
健
康
福
祉
課 

介
護
支
援
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
３
８

休
日
診
療
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　年
末
年
始
期
間
中
、
公
立
置
賜

総
合
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で

は
、
緊
急
性
の
低
い
症
状
の
場
合

は
待
ち
時
間
が
長
く
な
り
、
非
常

に
込
み
合
い
ま
す
。

　急
な
病
気
で
比
較
的
軽
い
症
状

の
方
は
、
休
日
診
療
所
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

休
日
診
療
所
開
院
情
報

▼
期
日
：
12
月
30
日
㈰

　
　
　
　１
月
２
日
㈬

　
　
　
　１
月
３
日
㈭

▼
診
療
時
間

　午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
受
付
）

　午
前
８
時
45
分
～
11
時
45
分

　午
後
１
時
～
４
時
30
分

▼
診
療
科
目

　主
に
内
科
、
小
児
科

▼
場
所

　南
陽
市
東
置
賜
郡
医
師
会
館
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　（南
陽
市
）

▼
連
絡
先
：
40
ー
３
４
５
６

※
受
診
の
際
は
必
ず
保
険
証
を
ご

　持
参
く
だ
さ
い
。

【
地
図
】

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
０
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こ
れ
ま
で
の
素
晴
ら
し
い
ご
活
躍
に
表
彰

秋
の
褒
章  

黄
綬
褒
章

青
木
督
平
さ
ん
（
東
大
塚
）

　

青
木
さ
ん
は
昭
和
60
年
に
「
大
塚
も
ち
加

工
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、
発
足
以
来
代

表
と
し
て
運
営
に
携
わ
れ
ま
し
た
。

　地
元
産
の
も
ち
米
や
大
豆
、
よ
も
ぎ
な
ど

を
使
用
し
た
大
福
や
お
こ
わ
な
ど
の
商
品
開

発
・
販
売
を
通
し
て
、
事
業
の
拡
大
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
自
分
た
ち
で
生
産
し
た
農

産
品
を
自
分
た
ち
で
加
工
す
る
と
い
う
形
で
、

付
加
価
値
の
向
上
を
図
ら
れ
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
東
南
置
賜
地
域
の
加
工
集
団
組

織
に
お
い
て
も
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担
い
、

加
工
技
術
向
上
や
育
成
に
携
わ
り
、
地
元
の

６
次
産
業
化
の
振
興
と
地
産
地
消
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
青
木
さ
ん
は
切
り
花
ダ
リ
ア
の
普

及
に
も
大
変
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　切
り
花
出
荷
に
は
不
向
き
と
さ
れ
る
ダ
リ

ア
の
品
質
向
上
と
、
購
買
者
の
手
元
に
届
く

ま
で
の
品
質
を
維
持
で
き
る
出
荷
用
段
ボ
ー

ル
の
開
発
や
保
冷
車
で
の
輸
送
体
制
、
市
場

で
の
冷
蔵
庫
対
応
な
ど
多
く
の
課
題
を
解
決

し
、平
成
17
年
か
ら
本
格
的
な
出
荷
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
な
ど
、
切
り
花
ダ
リ
ア
の
産
地
づ

く
り
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
の
叙
勲  
瑞
宝
双
光
章

伊
藤
信
雄
さ
ん
（
大
塚
）

秋
の
叙
勲  

瑞
宝
双
光
章

二
井
孝
良
さ
ん
（
時
田
）

　

昭
和
29
年
、
旧
大
塚
村
役
場
に
入
庁
以
来
、

平
成
４
年
に
川
西
町
総
務
課
長
を
最
後
に
退

職
す
る
ま
で
の
38
年
間
は
一
般
職
の
職
員
と

し
て
、
退
職
後
の
２
期
８
年
間
は
町
助
役
と

し
て
そ
の
重
責
を
担
い
、
地
方
自
治
の
振
興

と
町
勢
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　助
役
時
代
は
町
長
を
補
佐
し
、
町
政
の
円

滑
な
運
営
と
住
民
福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
、

地
域
振
興
と
住
民
の
幸
福
実
現
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　昭
和
62
年
に
保
護
司
を
委
嘱
さ
れ
て
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
30
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
、

深
い
人
間
愛
と
誠
実
さ
を
も
っ
て
更
生
保
護

事
業
に
従
事
し
、
犯
罪
を
し
た
人
や
非
行
の

あ
る
少
年
の
改
善
更
生
及
び
地
域
浄
化
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
県
少
年
補
導
協
助
員
や
町
教
育
委

員
会
教
育
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
た
ほ
か
、
平

成
20
年
か
ら
社
会
福
祉
法
人
川
西
福
祉
会
理

事
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　球
根
に
よ
る
栽
培
が
主
だ
っ
た
本
町
に
お

い
て
、
球
根
に
比
べ
種
苗
の
増
殖
率
が
高
く
、

切
り
花
収
量
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
挿
し
芽

苗
技
術
を
導
入
す
る
な
ど
、
産
地
拡
大
に
つ

な
が
る
課
題
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

▲受賞をご報告いただいた青木督平さん（中央）

▲受賞をご報告いただいた伊藤信雄さん（中央）
　と息子の信一郎さん（右）

▲受賞を喜ぶ二井孝良さん

▲大塚もち加工センターでの
　作業に励む青木督平さん

まちからのお知らせ
town information

問
町
税
務
会
計
課 

町
税
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
２
４

償
却
資
産
の
適
正
な
申
告
を

～
平
成
31
年
度
か
ら
適
用 

町
県
民
税
税
制
改
正
～

広
告

配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
が
改
正

　配
偶
者
控
除
お
よ
び
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
平
成
31
年
度
（
平
成
30
年

分
所
得
）
か
ら
申
告
者
本
人
の
所
得
に
よ
っ
て
、
控
除
額
が
段
階
的
に
減

額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
対
象
と

な
る
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

種別
申告者の合計所得金額

900 万円以下 900万円超
950万円以下

950万円超
1000万円以下 1000万円超

控除額
控除対象配偶者 33万円 22万円 11万円 適用なし老人控除対象配偶者 38万円 26万円 13万円

【配偶者控除】　※配偶者の合計所得金額が 38万円以下の場合

配偶者の
合計所得金額

申告者の合計所得金額
900 万円以下 900万円超

950万円以下
950万円超
1000万円以下

控除額
38 万円超 90万円以下 33万円 22万円 11万円
90万円超 95万円以下 31万円 21万円 11万円
95万円超 100万円以下 26万円 18万円 9万円
100万円超 105万円以下 21万円 14万円 7万円
105万円超 110万円以下 16万円 11万円 6万円
110万円超 115万円以下 11万円 8万円 4万円
115万円超 120万円以下 6万円 4万円 2万円
120万円超 123万円以下 3万円 2万円 1万円

【配偶者特別控除】

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　受
け
付
け
ま
す

　平
成
31
・
32
年
度
に
本
町
が
行

う
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
納
入
及
び
役

務
提
供
等
の
入
札
に
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
次
の
要
領
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　平
成
31
年
２
月
１
日
㈮
～

　２
月
28
日
㈭

　（土
日
祝
祭
日
除
く
）

▼
受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　午
後
１
時
～
４
時

▼
受
付
場
所
：
町
役
場
総
務
課

▼
必
要
書
類

　総
務
課
に
準
備
し
て
い
る
「
競

争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
受

付
要
領
」
を
請
求
い
た
だ
く
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
の
う
え
、

必
要
書
類
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
町
総
務
課 

契
約
管
財
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
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農
業
・
商
業
・
建
設
業
な
ど
の

事
業
を
行
い
、
町
内
に
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
個
人
・
法
人
の

方
に
は
、
町
に
対
し
て
毎
年
１
月

末
日
ま
で
に
資
産
を
申
告
す
る
よ

う
に
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

　ま
た
、
町
と
し
ま
し
て
も
法
律

に
よ
り
、
適
正
な
申
告
が
行
わ
れ

て
い
る
か
毎
年
税
務
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
事
業
主
の
み
な
さ
ん

に
は
適
正
に
申
告
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
所
有
さ
れ
て
い
る
償
却

資
産
が
申
告
を
要
す
る
も
の
か
ど

う
か
不
明
な
場
合
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
税
務
会
計
課 

町
税
グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
２
２
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日
本
善
行
会  

善
行
表
彰

荒
瀬
美
千
代
さ
ん（
大
塚
）

大
日
本
農
会  

緑
白
綬
有
功
章

登
坂
賢
治
さ
ん
（
上
奥
田
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
通
学
路
で
の
児
童
の
安

全
確
保
や
見
守
り
活
動
に
努
め
、
ま
た
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
安
否
確
認
を
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

世
の
た
め
人
の
た
め
に
黙
々
と
善
行
を
積
み

重
ね
ら
れ
て
き
た
「
公
共
生
活
へ
の
貢
献
」

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　農
業
に
お
け
る
作
業
受
託
組
織
を
設
立
し

共
同
営
農
体
系
を
確
立
し
、
現
在
は
農
事
組

合
法
人
夢
里
と
し
て
運
営
し
、
中
山
間
地
域

の
ハ
ン
デ
を
克
服
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
エ

ダ
マ
メ
や
ソ
バ
栽
培
で
農
業
所
得
の
向
上
と

地
域
振
興
を
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

　多
年
に
わ
た
り
町
農
業
委
員
と
し
て
地
域

農
業
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

紅
大
豆
を
は
じ
め
地
域
の
伝
統
食
材
な
ど
を

活
用
し
て
人
の
流
れ
に
つ
な
げ
る
先
駆
的
な

農
都
交
流
の
仕
組
み
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
、

現
在
は
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構
理

事
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　フ
ワ
ラ
ー
ア
レ
ン
ジ
技
術
！

佐
藤
光
弘
さ
ん
（
上
小
松
）

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
技
術
を
競

う
第
39
回
全
日
本
花
卉
装
飾
技
術
選
抜
選
手

権
11
月
10
日
㈯
に
福
井
県
を
会
場
に
行
わ
れ
、

小
松
花
屋 

店
主 

佐
藤
光
弘
さ
ん
（
上
小
松
）

が
全
体
２
位
に
あ
た
る
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　同
大
会
に
は
全
国
か
ら
22
名
が
出
場
、

テ
ー
マ
「
禅
」
に
基
づ
い
た
花
束
と
テ
ー
ブ

ル
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を
制
作
し
、
そ
の
総
合
点

を
競
い
ま
し
た
。

　佐
藤
さ
ん
は
福
島
県
で
行
わ
れ
た
予
選
会

を
勝
ち
抜
き
、
全
日
本
大
会
で
は
過
去
15
年

ほ
ど
各
種
大
会
に
出
場
し
て
き
た
経
験
に
よ

り
得
た
技
術
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　各
40
分
の
競
技
中
に
佐
藤
さ
ん
は
「
自
分

の
中
の
引
き
出
し
か
ら
プ
ラ
ン
を
い
ち
早
く

固
め
て
、
テ
ー
マ
や
思
い
を
効
果
的
に
表
現

す
る
」
こ
と
を
考
え
て
、
制
作
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

　同
大
会
で
佐
藤
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
す
る
の
は
、
４
年
ぶ
り
２
回
目
と
な

り
ま
す
。

全
日
本
花
卉
装
飾
技
術
選
抜
選
手
権  

農
林
水
産
大
臣
賞

▶
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
作
品
（
上
）
と
花
束

　作品
（
下
）

▲受賞をご報告いただいた荒瀬美千代さん▲受賞とこれからの決意をお話いただいた登坂賢治さん（中央）

▲賞状を手に笑顔の佐藤光弘さん



問町健康福祉課 介護支援グループ内 町地域包括支援センター ☎４２－６６３８

健 康 情 報 ひ ろ ば
地域包括支援
センターだより

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

なくそう 高齢者虐待
　　  広げよう 地域の見守りの輪

　高齢者虐待はどの家庭にも、だれにでも起こりうる問題です。
　虐待をなくし、高齢者が安心して暮らせるよう、私たち一人
ひとりが高齢者虐待に関する理解を深め、普段の生活でできる
ことから取り組んでみませんか。

虐待と認識していなくても、こんなことが虐待に！

■　叩く、蹴る
■　怒鳴ったり、馬鹿にしたり、無視したりする
■　年金を勝手に使う
■　食事の支度など身の回りの世話をしないなど

どんなときに虐待が起こりやすいの？

■　高齢者が認知症などで言動が混乱している
■　家族が高齢者の介護のため、自分の時間が持て
　　なくてイライラしてしまう
■　家族の仲が悪い
■　地域で孤立している
■　家計が高齢者の年金に頼っている　など

虐待を防止するにはどうしたらいいの？

■　認知症など病気に関する理解を深め、適切な関
　　わり方を身に付けましょう。
■　家族の介護負担軽減のために、さまざまな医療・
　　介護・福祉サービスを上手に活用し、時には気
　　分転換を図りましょう。
■　高齢者やその家族が孤立しないよう、地域で見
　　守りや声掛けをし、相談し合える関係をつくり
　　ましょう。
■　相談機関を活用しましょう。

相談したい方、虐待を発見した方は・・・

　高齢者の介護、健康面や経済的な悩みなど、心配事があったら、早めに町地域包括支
援センターにご相談ください。
　虐待に気づいた方は、すみやかに市町村に通報する義務があります。ご連絡いただい
た方の秘密は守られます。安心して下記にご連絡・ご相談ください。

かからない！うつさない！
　　　　冬の 感染症 対策

インフルエンザを予防しましょう！

【予防のポイント】
□　こまめに、しっかり手洗いをしましょう
□　バランスのとれた食生活と十分な休養を取りま
　　しょう
□　適度な湿度（５０～６０％）を保ちましょう
□　普段から「咳エチケット」を心がけましょう
□　流行の時期は人ごみを避けましょう
【予防接種助成】
　高齢者・小児インフルエンザ予防接種は
　平成３１年１月末までとなります

ノロウイルスに注意！

【予防のポイント】
□　しっかり「手洗い」
　食事前、調理前後、トイレや汚物処理の後などは
　石けんでしっかり手洗いを！ 
□　「食品」からの感染を防ぐ
　食材の中心部まで十分な加熱（目安：８５℃以上
　で９０秒以上）が必要です。
□　「人」からの感染を防ぐ
　感染した人のオムツなどの取扱いは十分注意し、
　おう吐物の処理は素早く適切にしましょう。
　※　使い捨てのエプロン、手袋、マスクを着用し、
　　　静かにふき取り、塩素消毒後に水拭きをする。
　※　汚物や手袋等は密閉して捨てる。

【予防のポイント】
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　町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
に
て
第
25
回
川

西
町
音
楽
見
本
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町

音
楽
連
盟
が
主
催
、
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま

で
の
７
団
体
約
１
５
０
名
が
出
演
し
、
練
習

を
積
ん
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
音
楽
を
ホ
ー
ル
い
っ

ぱ
い
に
響
か
せ
ま
し
た
。

　25
回
目
の
節
目
の
特
別
企
画
と
し
て
、
川

西
中
・
置
賜
農
業
高
・
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
バ

ン
ド
に
よ
る
吹
奏
楽
合
同
演
奏
で
「
宝
島
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
計
80
名
が
奏
で
る
そ

の
圧
倒
的
な
音
色
を
、
保
護
者
や
音
楽
愛
好

家
な
ど
大
勢
の
観
客
が
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

▲今年の特別企画「吹奏楽合同演奏」

1 1/1 0

　ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
「
郵
便

局
の
み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス
」
の
訪
問
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
す
る
協
定
を
日
本
郵
便
㈱
と
締
結

し
ま
し
た
。

　訪
問
サ
ー
ビ
ス
は
郵
便
局
の
社
員
な
ど
が

月
１
回
高
齢
者
宅
な
ど
を
訪
問
し
、
会
話
を

通
じ
て
確
認
し
た
生
活
状
況
を
離
れ
て
暮
ら

す
家
族
な
ど
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。
ふ
る

さ
と
納
税
と
し
て
５
万
円
以
上
の
寄
付
で
６

か
月
、
10
万
円
以
上
で
12
か
月
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
対
象
者

は
、
寄
付
者
が
指
定
す
る
町
内
在
住
者
と
な

り
ま
す
。

1 1/1 2

１ 1/ 4
1 1/1 1

25
回
の
節
目
を
迎
え
た
音
楽
の
祭
典～川

西
町
音
楽
見
本
市
～

収
穫
の
秋
の
喜
び
を
み
ん
な
で
分
か
ち
合
う

～
各
地
区
で
秋
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
～

「
み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス
」
が
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に

～
東
北
の
町
で
は
初
！ 

本
町
と
日
本
郵
便
㈱
が
協
定
を
締
結
～

▲協定書を手にする原田町長と日本郵便㈱東北支
　社長 中江紳悟 氏（写真右）

　町内７地区で秋の収穫を祝う秋まつりが開催されました。すべて
の地区で工夫を凝らしたアトラクションやお餅の振る舞いなどが行
われ、会場は大盛況でした。

①犬川地区
　「小学校で収穫した米の販売」
②東沢地区「展示コーナー」
③小松地区「ダリヤ太鼓」

④玉庭地区「お餅の振る舞い」
⑤中郡地区「わら細工コーナー」
⑥吉島地区「魚釣りコーナー」
⑦大塚地区「農産物展示」

① ② ③

④

⑤⑥⑦
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問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

12
月
21
日
㊎
　ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

１
月
10
日
㊍
　だ
ん
ご
の
木
飾
り
と
お
正
月
遊
び
を
し
よ
う

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

　美
郷
幼
稚
園

　１
月
９
日
㊌

　北
斗
幼
稚
園

　１
月
16
日
㊌

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

健 康 情 報 ひ ろ ば

　子育て支援医療証を郵送します
■ 今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：１２月２日～１月１日
■ 発送日 １２月２５日㈫
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉１月１７日㈭
〈場　　所〉町生きがい交流館

〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 29 年 1 月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 28 年 1 月、平成 28 年 7 月、
平成 29 年 11 月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦・夫 13:50 ～ 14:00

お子さんの健診など
〈項目〉 〈期日・対象者〉

９・１０か月児
健康教室

期日：１月１６日㈬
対象：H30.3.1 ～ 4.30 生まれ

１歳６か月児
健康診査

期日：１月１８日㈮
対象：H29.5.1 ～ 6.30 生まれ

〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈会　　場〉町生きがい交流館

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０

適正受診を心がけましょう ★今月のポイント★

　会社を退職して資格を失った保険証や、期限切れ
の保険証を提示して医療機関を受診された場合は、
医療費の保険者負担分を保険者へ返還いただくこと
になります。受診の際は、お持ちの保険証が有効か
どうかご確認のうえご使用ください。

こあらっこ広場
〈日　時〉１月３１日㈭
　　　　　午後１時３０分～２時３０分

〈場　所〉町子育て支援センター
〈対　象〉妊婦さん、１歳未満のお子さんとママ
〈内　容〉交流や情報交換の場です。体重測定や
　　　　 相談もできます。

〈申　込〉不要です。お気軽にお越しください。

ママパパ教室
〈期　　日〉１月１５日㈫
〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈場　　所〉町生きがい交流館
〈申込方法〉１月８日㈫まで電話で申込

玄米ダンベルニギニギ体操の集い
　健康づくりのため、現在より１０分多く身体を動
かそう！

〈日　時〉１月２４日㈭
　　　　　午後１時３０分～２時３０分

〈場　所〉町生きがい交流館
〈内　容〉健康運動サポーターによる「玄米ダンベ
　　　　  ルニギニギ体操」

〈参加料〉無料
〈申　込〉１月２１日㈪まで電話で申込
〈その他〉健幸マイレージポイント１０ポイント贈呈

＊
年
末
年
始
休
業
の
お
知
ら
せ

　12
月
29
日
㈯
～
平
成
31
年
1
月
3
日
㈭
ま
で
閉
所
に
な
り
ま
す
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　県
内
の
地
域
活
性
化
な
ど
の
取
り
組
み
に

功
績
の
あ
っ
た
若
者
や
団
体
を
県
が
表
彰
す

る
「
輝
け
や
ま
が
た
若
者
大
賞
」
授
与
式
が

行
わ
れ
、
町
商
工
会
青
年
部
に
吉
村
県
知
事

か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　川
西
ダ
リ
ヤ
園
に
隣
接
す
る
鏡
沼
で
行
う

「
水
上
爆
走
大
会
」
が
通
算
15
回
を
数
え
、

全
国
か
ら
多
く
の
参
加
が
あ
る
他
、
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
の
商
品
開
発
を
通
し
た
町
の

新
た
な
魅
力
発
信
に
力
を
入
れ
る
な
ど
、
幅

広
い
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　県
内
で
は
今
年
度
、
町
商
工
会
青
年
部
を

含
む
4
団
体
1
個
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

▲吉村県知事と並ぶ舟山達朗部長（左）と舩山宏
　和副部長（右）

1 1/26

町
商
工
会
青
年
部
の
取
り
組
み
に
県
か
ら
表
彰

～
平
成
30
年
度
輝
け
や
ま
が
た
若
者
大
賞
～

川
西
中
か
ら
３
名
が
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
選
出

　
　
　
　
　～
Ｕ
15
国
際
大
会
で
活
躍
！ 
代
表
チ
ー
ム
は
見
事
２
位
に
～

　町
民
総
合
体
育
館
で
34
回
目
と
な
る
町
ユ

ニ
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
ボ
ー
ル

を
使
う
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
。今
大
会
は
６
人
制・

前
後
半
５
分
ず
つ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　午
前
は
小
学
生
の
部
が
行
わ
れ
、
総
勢
26

チ
ー
ム
が
男
子
・
女
子
・
ミ
ッ
ク
ス
の
３
つ

に
分
か
れ
、
頂
点
を
目
指
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
決
勝
戦
で
は
、
保
護
者
や
児
童
な
ど

多
く
の
観
客
が
見
守
る
中
、
攻
守
と
も
に
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　午
後
の
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）
は
14

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
小
学
生
に
負
け
な
い
ガ

ッ
ツ
で
、
試
合
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　出
場
チ
ー
ム
名
も
個
性
的
な
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
、
各
チ
ー
ム
が
趣
向
を
凝
ら
し
て
い

ま
し
た
。

▲小学生男子の部決勝　攻める自由な男子（中郡小）

1 1/25

　平
成
30
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
Ｕ
15
ホ
ッ

ケ
ー
日
本
代
表
に
川
西
中
学
校
３
年
生
の
鈴

木
永と

わ遠
さ
ん
（
玉
庭
）、中
嶋
丈じ

ょ
う
た大

く
ん
（
上

小
松
）、
小
林
一い

っ
せ
い成

さ
ん
（
上
小
松
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　３
名
は
11
月
22
日
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
開
催
さ
れ
た
国
際
大
会「
Ｆ
Ｈ
Ｅ
カ
ッ
プ
」

に
出
場
し
、
各
国
の
同
年
代
選
手
た
ち
と
争

い
、
見
事
２
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
鈴
木
さ
ん
は
チ
ー
ム
の
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ

ー
、
中
嶋
さ
ん
は
代
表
の
主
将
・
デ
ィ
フ
ェ

ン
ダ
ー
、
小
林
さ
ん
は
フ
ォ
ワ
ー
ド
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。

▲（左から）鈴木永遠さん、中嶋丈大さん、
　　　　　　小林一成さん

1 1/1 3

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で 

ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
で
熱
戦

　
　
　
　
　
　
　
　～
第
34
回
町
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
～

【小学生の部】
男　　子：自由な男子（中郡小）
女　　子：小松キラリーズ（小松小）
ミックス：卍突撃組卍（小松小）
【一般の部】
男　　子：たがな漬げっ！
女　　子：よねざわクラブ
ミックス：美酒乱倶楽部

優勝チーム

▲小学生女子の部決勝　小松キラリーズ（小松小）の
　ドリブル

9　町報かわにし 平成３０年１２月１５日



23　町報かわにし 平成３０年１２月１５日

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　

競
争
入
札
参
加
登
録
申
請
受
付

▼
種
別

①
建
設
工
事
（
平
成
31・32
年
度
）

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　業
務
（
平
成
31
・
32
年
度
）

③
物
品
納
入
・
役
務
提
供

　（平
成
31
年
度
）

▼
受
付
期
間

①
②
：
平
成
31
年
２
月
１
日
㈮
～

　
　
　２
月
20
日
㈬

　③
：
平
成
31
年
１
月
15
日
㈫
～

　
　
　２
月
５
日
㈫

▼
そ
の
他
：
申
請
に
必
要
な
書
類

　な
ど
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
　
　

　事
務
局
施
設
課
施
設
係

☎
26
ー
７
４
８
８

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

免
状
を
お
持
ち
の
方
へ

　

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

の
義
務
と
し
て
、
免
状
交
付
の
日

か
ら
10
年
以
内
ご
と
に
写
真
の
書

換
え
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　免
状
の
写
真
下
欄
に
記
載
の
期

限
を
確
認
の
う
え
、
す
み
や
か
に

お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

　タ
ー
山
形
県
支
部

☎
０
２
３
ー
６
３
１
ー
０
７
６
１

米
沢
有
為
会

　
　
　
　

奨
学
生
・
寮
生
を
募
集

▼
応
募
資
格
：
置
賜
地
方
在
住
者

　ま
た
は
出
身
者
の
子
弟
で
、
来

　年
４
月
に
大
学
入
学
予
定
も
し

　く
は
大
学
（
院
）
在
学
中
の
方

▼
奨
学
生
の
募
集

○
貸
費
金
額
：
月
額
４
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　（無
利
息
）

○
募
集
人
員
：
５
名
程
度

▼
寮
生
の
募
集

○
学
生
寮
：
東
京
興
譲
館
寮

　
　
　
　
　仙
台
興
譲
館
寮

○
居
住
環
境
：
個
室
、
朝
夕
２
食
付

○
寮
費（
月
額・食
事
光
熱
水
費
込
）

　東
京
：
４
万
８
千
円

　仙
台
：
４
万
２
千
円
～

○
募
集
人
員
（
男
子
の
み
）

　東
京
：
５
名
程
度

　仙
台
：
４
名
程
度

※
希
望
者
に
は
事
前
に
寮
の
見
学

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

１月15日㈫・２8日㈪
午前８時３０分～午後５時１５分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
弁護士
消費生活相談

1月９日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
※要事前予約

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 1月１６日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

心配ごと相談
毎週水曜日
午後１時３０分～４時
※1月 2日はお休み

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

１月

　を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

▼
そ
の
他
：
提
出
書
類
や
面
接
選

　考
な
ど
募
集
に
関
す
る
詳
細
は

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

　い
。

問
（
公
社
）
米
沢
有
為
会
米
沢
支
部

　（米
沢
市
役
所
秘
書
広
報
課
内
）

☎
22
ー
５
１
１
１

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

１２・１月

期　間 当番店（社） 電話番号
12月10日～
16日

㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

12月17日～
23日

㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

１２月24日～
30日

㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 (株 ) ☎４２－４１１１

12月31日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住建 ☎４２－３９８７

1月1日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

1月2日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

期　間 当番店（社） 電話番号

1月3日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 (株 ) ☎４２－４１１１

1月4日～6日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住建 ☎４２－３９８７

1月7日～13日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

1月14日～20日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

未
来
の
自
分
に 

ワ
ク
ワ
ク 

― 

置
農
生
の
職
業
体
験 

―

　ド
ー
ザ
ー
の
操
作
は
な
ん
と

か
で
き
ま
し
た
が
、
シ
ョ
ベ
ル

カ
ー
は
操
作
が
複
雑
で
、
も
っ

と
う
ま
く
な
り
た
い
で
す
。

　今
後
、
職
業
を
選
ぶ
た
め
の

参
考
と
な
る
体
験
会
で
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

パ
ー
マ
の
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
挑
戦
し
た
り
、
ヘ
ア
ア
レ
ン

ジ
の
方
法
を
教
わ
る
こ
と
が
で

き
て
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。

　将
来
は
、
ト
リ
マ
ー
か
美
容

に
か
か
わ
る
仕
事
を
し
た
い
で

す
。

建設機械操作に挑戦した

角田智
と も き

貴さん（下平柳）

美容業に挑戦した

渡部真
ま う

羽さん（中小松）

　11
月
７
日
㈬
、
高
校
生
を
対

象
に
し
た
職
業
体
験
会
「
わ
く

わ
く
ワ
ー
ク
」
が
置
賜
農
業
高

校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　体
験
会
で
は
、
同
校
の
１
年

生
83
人
が
18
事
業
所
の
ブ
ー
ス

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

の
魅
力
に
触
れ
ま
し
た
。
会
場

で
は
初
め
て
の
経
験
を
楽
し
む

生
徒
た
ち
の
姿
で
溢
れ
ま
し
た
。

　建
設
会
社
や
配
管
業
、
病
院
、

消
防
署
な
ど
、
業
種
は
多
岐
に

渡
り
、
生
徒
た
ち
は
時
間
内
で

２
つ
の
職
種
を
50
分
ず
つ
体
験

し
て
い
ま
し
た
。
町
内
か
ら
も

㈱
殖
産
工
務
所
、
㈱
藤
島
建
設
、

美
容
室
パ
ル
フ
ァ
ン
、
置
賜
広

域
行
政
事
務
組
合
川
西
消
防
署

の
４
事
業
所
が
参
加
し
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
職

業
を
知
り
体
験
す
る
こ
と
で
、

地
元
に
あ
る
仕
事
の
魅
力
を
発

見
し
、
地
元
就
職
を
促
す
目
的

で
、
置
賜
地
区
雇
用
対
策
協
議

会
な
ど
が
主
催
し
ま
し
た
。

　こ
の
体
験
会
は
昨
年
度
か
ら

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
同
校

で
の
開
催
は
今
回
が
初
め
て
と

な
り
ま
す
。

未来を担う「職業人の卵たち」　～置賜農業高校１年生 interview～

WAKU WAKU WORK（わくわくワーク）を置賜農業高で初開催

▲冠婚葬祭業社員からキッチンでの技術を教わる

▲パーマワインディング体験

▲ミシンを使った小物作成体験

▲廊下の壁の塗装にチャレンジ▲配管業を体験する男子高校生たち▲教わりながらショベルカーを操作

町報かわにし　6平成３０年１２月１５日 町報かわにし　22平成３０年１２月１５日

置
賜
広
域
病
院
企
業
団

職
員
採
用
試
験

▼
募
集
職
種
：
①
看
護
師

　②
薬
剤
師

　③
作
業
療
法
士

　④
言
語
聴
覚
士

▼
採
用
予
定
人
員
：
①
６
人
程
度

　②
～
④
若
干
名

▼
試
験
期
日

　平
成
31
年
１
月
20
日
㈰

▼
会
場
：
公
立
置
賜
総
合
病
院

▼
受
験
資
格

【
①
】
昭
和
49
年
4
月
2
日
以
降

　に
生
ま
れ
、
看
護
師
の
免
許
を

　有
す
る
者
も
し
く
は
平
成
31
年

　6
月
30
日
ま
で
に
当
該
免
許
を

　取
得
す
る
見
込
み
の
者

【
②
～
④
】
昭
和
59
年
4
月
2
日

　以
降
に
生
ま
れ
、
当
該
職
種
の

　免
許
を
有
す
る
者
も
し
く
は
平

　成
31
年
6
月
30
日
ま
で
に
当
該

　免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
者

▼
受
付
期
間

　平
成
31
年
１
月
８
日
㈫
必
着

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

　認
く
だ
さ
い
。

問
置
賜
広
域
病
院
企
業
団

☎
46
ー
５
0
0
0

第
４
回

　愛
・
絆
・
義

な
り
き
り
紅
白
歌
合
戦

　

西
日
本
豪
雨
・
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

▼
日
時
：
12
月
24
日
㈪

　午
後
１
時
30
分
開
演

▼
会
場
：
伝
国
の
杜
置
賜
文
化
ホ

　ー
ル
（
米
沢
市
）

▼
入
場
料
（
前
売
）

　高
校
生
以
上

　１
０
０
０
円

　小
・
中
学
生

　
　５
０
０
円

　小
学
生
未
満

　
　
　
　無
料

▼
出
演
：
橋
本
ト
オ
ル
、
み
さ
お

　他
全
16
組

問
絆
ね
っ
と
委
員
会

☎
40
ー
０
５
２
３

看
護
師
等
修
学
資
金

　

制
度
の
ご
案
内

▼
対
象
者
：
次
の
い
ず
れ
も
満
た

　す
方

①
平
成
31
年
度
に
看
護
師
等
養
成

　施
設
に
入
学
予
定
（
在
学
）
し

　て
い
る
方

②
卒
業
後
、
置
賜
広
域
病
院
企
業

　団
に
勤
務
す
る
意
思
の
あ
る
方

▼
貸
与
額：月
5
万
円
（
無
利
子
）

▼
返
済
：
貸
与
期
間
の
１・
５
倍

　を
置
賜
広
域
病
院
企
業
団
で
勤

　務
す
る
と
、
返
済
免
除

▼
募
集
期
限
：
平
成
31
年
2
月
１

　日
㈮
ま
で

▼
そ
の
他
：
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

　ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
確
認

　く
だ
さ
い
。

問
置
賜
広
域
病
院
企
業
団

☎
46
ー
５
０
０
０

【
羽
前
小
松
駅
】

　
　
　

       

年
末
年
始
の
窓
口
営
業

▼
臨
時
休
業
日

　平
成
31
年
１
月
１
日
㈫
～
３
日
㈭

　前
も
っ
て
営
業
日
に
切
符
を
購

入
す
る
か
、
車
内
や
降
車
駅
で
運

賃
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

▼
窓
口
営
業
時
間
の
短
縮

　12
月
29
日
㈯
～
31
日
㈪

　午
前
８
時
45
分
～
午
後
４
時
30
分

問
Ｊ
Ｒ
羽
前
小
松
駅

☎
42
ー
２
５
３
３

踏
切
事
故
を

　
　
　
　

　
　
　防
ぎ
ま
し
ょ
う

●
踏
切
手
前
で
は
必
ず
一
旦
停
止

　特
に
、
冬
期
間
は
路
面
凍
結
に

よ
る
ス
リ
ッ
プ
に
備
え
、
踏
切
手

前
で
は
十
分
に
減
速
し
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
積
雪
な
ど
に
よ
り
踏
切

が
確
認
し
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
誤
っ
て
線
路
に
進
入
し
な
い

よ
う
、
し
っ
か
り
確
認
し
て
か
ら

通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

●
警
報
機
が
鳴
っ
た
ら

　踏
切
内
へ
の
無
理
な
進
入
は
や

め
て
く
だ
さ
い
。

●
踏
切
で
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ら

　そ
の
ま
ま
ゆ
っ
く
り
車
を
前
進

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。（
遮
断
棒
は

車
で
押
せ
ば
前
方
に
跳
ね
上
が
り

ま
す
）

●
踏
切
内
で
動
け
な
く
な
っ
た
ら

▽
非
常
ボ
タ
ン
が
あ
る
と
き
は
、

　カ
バ
ー
の
上
か
ら
強
く
押
し
て

　く
だ
さ
い
。信
号
機
が
作
動
し
、

　列
車
に
異
常
を
知
ら
せ
ま
す
。

▽
非
常
ボ
タ
ン
が
な
い
と
き
は
、

　列
車
に
向
か
っ
て
大
き
く
手
を

　振
る
な
ど
し
て
危
険
を
知
ら
せ

　て
く
だ
さ
い
。
発
煙
筒
や
赤
い

　物
を
使
う
と
効
果
的
で
す
。

▽
列
車
が
停
止
し
た
後
、
近
く
の

　方
な
ど
の
協
力
を
得
て
脱
出
し

　て
く
だ
さ
い
。

※
脱
出
後
は
、
最
寄
駅
に
連
絡
を

　お
願
い
し
ま
す
。

問
県
踏
切
事
故
防
止
対
策
委
員
会

☎
０
２
３
ー
６
３
０
ー
２
１
９
６

採

　
用

お
知
ら
せ

催

　
し

犬
・
猫
の
譲
渡
を

　
　

　
　
　行
っ
て
い
ま
す

　

置
賜
保
健
所
で
は
、
引
き
取
り

や
迷
子
で
収
容
し
た
犬
・
猫
の
譲

渡
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
者
は

講
習
会
受
講
後
に
犬
・
猫
と
無
料

で
お
見
合
い
で
き
ま
す
。
講
習
会

に
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に

お
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時
：
毎
月
第
３
木
曜
日

　午
後
２
時
～
（
約
１
時
間
）

▼
場
所

　置
賜
保
健
所
分
庁
舎（
米
沢
市
）

問
置
賜
保
健
所
生
活
衛
生
課

☎
22
ー
３
７
５
０

広
告

豆 と 人 を通して 川西の魅力を発信
山形かわにし豆の展示会　＠東京・上野11/30 ～ 12/2 今年で４回目

4,350 人が来場

　交流
が
あ
ち
こ
ち
で

　初
冬
の
青
空
が
広
が
り
、
日
な

た
で
は
上
着
も
必
要
な
い
ほ
ど
絶

好
の
散
策
日
和
に
恵
ま
れ
た
期
間

中
、
会
場
を
訪
れ
て
く
だ
さ
っ
た

方
は
合
計
４
３
５
０
名
。
ど
の
会

場
で
も
楽
し
く
交
流
す
る
様
子
が

見
ら
れ
、「
次
は
ぜ
ひ
川
西
町
へ
」

と
の
言
葉
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。

問
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構

☎
54
ー
３
０
０
６

　
上
野
桜
木
あ
た
り
で
開
催

　東
京
都
台
東
区
に
あ
る
複
合
施

設
「
上
野
桜
木
あ
た
り
」
ほ
か
２

か
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
一
帯
は
、
昔
な
が
ら
の
住

宅
街
に
歴
史
的
建
造
物
や
飲
食
店
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
が
点
在
す
る
街

歩
き
が
楽
し
い
エ
リ
ア
で
す
。
週

末
に
は
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
連
れ
、

外
国
人
観
光
客
ら
が
訪
れ
ま
す
。

　多く
の
催
し
を
用
意

　会
場
で
は
、
町
特
産
の
「
豆
」

や「
米
」を
切
り
口
に
、パ
ッ
ケ
ー

ジ
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
こ
だ
わ
っ

た
物
産
販
売
を
は
じ
め
、
ば
ぁ

ち
ゃ
ん
の
手
作
り
料
理
で
も
て
な

す
お
茶
飲
み
、
じ
ぃ
ち
ゃ
ん
の
技

を
伝
え
る
し
め
飾
り
づ
く
り
な
ど
、

川
西
暮
ら
し
の
魅
力
を
伝
え
る
多

く
の
企
画
を
準
備
。
今
秋
来
町
さ

れ
た
画
家
の
出
射
茂
氏
の
作
品
や
、

町
の
風
景
な
ど
を
題
材
に
し
た
絵

画
や
写
真
の
展
示
会
も
行
い
ま
し

た
。
町
か
ら
生
産
者
ら
30
名
以
上

の
出
店
者
・
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し

た
ほ
か
、
食
品
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

料
理
教
室
、
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ

い
た
都
内
飲
食
店
で
の
町
の
食
材

を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
提
供
な
ど
、

賑
や
か
な
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

①

②③

①
「
じ
ぃ
ち
ゃ
ん
の
土
間 

し
め

　飾
り
づ
く
り
」
　川
西
の
じ
ぃ

　ち
ゃ
ん
の
技
を
楽
し
く
体
験

②
「
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
の
茶
の
間
」

　

　川
西
の
お
茶
う
け
を
食
べ
な
が

　ら
、
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
と
交
流

③
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た

　物
販
ス
ペ
ー
ス

▲提供された川西　
　ならではのお茶　
　うけ

　町
で
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
伝

承
在
来
種
「
紅
大
豆
」
を
切
り
口

に
、
首
都
圏
に
向
け
て
町
の
魅
力

を
モ
ノ
・
ヒ
ト
を
介
し
て
発
信
し
、

川
西
フ
ァ
ン
の
拡
大
を
図
る
た
め

に
当
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
今
年

で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

with 絵の展示会

▲販売されたカラフルな　　　
　川西町産の豆

7　町報かわにし 平成３０年１２月１５日
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

今
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　11
月
は
例
年
に
な
く
好
天
に
恵
ま
れ
冬
支
度

は
順
調
で
し
た
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
も
最
後
ま

で
盛
況
で
し
た
。
コ
ー
ス
の
評
判
も
良
く
、
来

年
も
楽
し
み
で
す
。

　冬
型
の
気
圧
配
置
が
強
ま
り
、
12
月
９
日
朝

は
一
気
に
雪
景
色
と
な
り
早
朝
か
ら
除
雪
車
が

出
動
し
ま
し
た
。
今
冬
も
町
道
２
７
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
55
台
の
除
雪
車
で
対
応
し
ま
す
。

街
中
の
消
雪
道
路
も
復
旧
し
ま
し
た
。
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
は
、
町
民
生
活
を
守
る
使
命
感
を
持

ち
作
業
に
当
た
っ
て
い
ま
す
の
で
、
効
率
的
な

除
雪
の
た
め
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
、
隣
近
所

の
助
け
合
い
な
ど
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　今
年
も
残
す
と
こ
ろ
３
週
間
と
な
り
、
一
年

を
振
り
返
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ラ

ム
を
読
み
返
し
て
も
災
害
の
多
い
年
だ
っ
た
感

じ
ま
す
。
冬
の
豪
雪
低
温
、
６
月
大
阪
府
北
部

地
震
、
７
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害
、
８
月
の
災

害
と
言
え
る
猛
暑
、
少
雨
、
最
上
地
方
の
豪
雨

災
害
、
９
月
の
度
重
な
る
台
風
被
害
そ
し
て
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
と
日
本
列
島
は
、
災
害
の

脅
威
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。
活
断
層
が
無
数
に

走
る
日
本
列
島
は
い
つ
ど
こ
で
地
震
が
発
生
し

て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
気
候
変

動
が
大
き
く
台
風
や
集
中
豪
雨
は
今
ま
で
に
な

い
勢
力
や
雨
量
を
も
た
ら
し
、
大
地
が
耐
え
ら

れ
な
い
状
況
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
町
内
は
豪

雪
、
猛
暑
以
外
大
き
な
災
害
に
襲
わ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
い
か
な
る
災
害
に
も
対
応
で
き
る

備
え
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
水
が
出
な
い
、

電
気
が
つ
か
な
い
、
携
帯
が
つ
な
が
ら
な
い
、

車
が
使
え
な
い
」
な
ど
様
々
な
状
況
に
備
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
番
は
「
自
分
の
命
を

守
る
」
た
め
の
備
え
、
そ
し
て
「
隣
近
所
の
助

け
合
い
」
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　今
年
も
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
役
場
の
移
転
に
対

す
る
駅
西
の
空
洞
化
の
ご
意
見
は
、
現
在
の
跡

地
の
利
活
用
の
検
討
の
中
で
、
小
松
の
街
中
の

活
性
化
を
議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。
２
０
２
０

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
と
ダ
リ
ヤ
園
60
周
年
が
重
な

る
こ
と
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
ご
提
案
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ダ
リ
ヤ
園
の
新
た
な

魅
力
ア
ッ
プ
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
他
に
も

町
の
対
応
や
職
員
へ
の
ご
意
見
な
ど
も
い
た
だ

き
、
業
務
改
善
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
目

の
前
の
課
題
に
追
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
た
施
策
も
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

　年
末
の
飲
酒
運
転
撲
滅
・
冬
道
の
交
通
事
故

防
止
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
安
全
運
転
で
無
事

故
、
無
災
害
の
有
終
の
美
を
飾
り
、
良
い
新
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　　　　

  

　

■ 

協
力
隊
１
年
目
の
活
動
を
と
お
し
て

川西町地域おこし協力隊
　電　話：０２３８－４２－６６９４
　メール：chimaru@ms5.omn.ne.jp

　今
年
１
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
着
任
し
、
私
は
多
く
の
こ
と

を
経
験
で
き
ま
し
た
。

　町
報
を
ご
覧
の
み
な
さ
ん
、
今
年

７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
川
西
ダ
リ
ヤ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
は
訪
れ
ま
し
た

か
？　11

月
25
日
に
営
業
終
了
し
ま
し
た

が
、
私
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
営
業

期
間
中
に
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。
お

客
様
が
楽
し
く
、
気
持
ち
よ
く
プ

レ
ー
で
き
る
よ
う
に
、
芝
刈
り
な
ど

場
内
整
備
を
し
て
い
ま
し
た
。
自
分

も
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
し
て
み
た
く
な

り
、
試
し
に
プ
レ
ー
し
た
ら
、
緩
や

か
な
傾
斜
が
コ
ー
ス
は
、
足
腰
に
負

荷
が
か
か
る
も
の
の
、
激
し
す
ぎ
る

こ
と
は
な
く
、
と
て
も
い
い
運
動
に

な
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　私
は
、
来
年
も
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

で
活
動
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
多

く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
楽
し

く
交
流
で
き
る
場
所
に
な
る
よ
う
頑

張
り
た
い
で
す
。

　ま
た
今
年
は
、
東
沢
地
区
で
平
成

３
年
か
ら
続
く
「
み
ち
の
く
や
ん

ち
ゃ
留
学
」
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。「
田
舎
で
遊
ぶ
こ
と
を
楽
し
み

に
来
る
東
京
都
町
田
市
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
」
と
い
う
想
い
で
一
生

懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。
地
域
の
み

な
さ
ん
と
最
善
の
や
り
方
を
模
索
し

て
、
事
業
を
進
め
ら
れ
た
の
は
と
て

も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

鈴
木

　篤史

▲やんちゃ留学の子どもたちと

▲お手伝いをしたパークゴルフ場
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１１

１５ 

中
郡
地
区

１１

１６ 

小
松
地
区

　子
育
て
世
代
が
少
な
い
の
に
、
部

落
の
様
々
な
役
員
が
あ
た
る
こ
と
に

な
っ
て
大
変
で
す
。

Ｑ
　人
が
多
か
っ
た
年
代
の
組
織
が
そ

の
ま
ま
引
き
継
が
れ
、
若
い
世
代
が
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
愛
護
会
・
消
防
団
、
そ
の

ほ
か
様
々
な
役
員
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　全
体
の
組
織
の
あ
り
方
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
　高
山
小
学
校
が
閉
校
し
８
カ
月
経

ち
ま
す
が
、
町
と
し
て
今
後
の
活
用

予
定
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ｑ
　
町
が
直
接
活
用
す
る
計
画
は
、
今

の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

　民
間
に
ぜ
ひ
開
放
し
た
い
と
思
い

ま
す
し
、
他
の
団
体
が
活
用
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
相
談
の
う
え
活
用
を
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ

　人
口
増
加
を
図
る
に
は
、
若
い

女
性
の
定
着
が
必
要
で
す
。
町
が

婚
活
事
業
を
し
て
も
な
か
な
か
成

果
が
出
て
い
な
い
気
が
し
ま
す
。

　地
域
の
独
身
男
性
の
魅
力
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
と
だ

思
い
ま
す
が
、
ど
う
考
え
て
い
ま

す
か
？

Ｑ
　

行
政
も
多
様
な
婚
活
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
成
立
は
な
か

な
か
難
し
い
状
況
で
す
。

　「男
女
の
出
会
い
」
と
い
う
と

パ
ー
テ
ィ
ー
や
飲
み
会
を
イ
メ
ー

ジ
し
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
様
々
な
出
会
い
の
場
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ

　子
ど
も
が
２
人
い
ま
す
が
、
町
内

に
遊
ぶ
場
所
が
少
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
公
園
の
よ
う
な
施
設
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
？

Ｑ
　

子
ど
も
の
遊
び
場
は
、
様
々
な
団

体
の
座
談
会
で
も
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　公
立
置
賜
総
合
病
院
周
辺
に
公
共

施
設
を
設
置
す
る
予
定
で
、
施
設
内

に
は
親
子
で
過
ご
せ
る
場
の
設
置
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

Ａ
　羽
前
小
松
駅
東
側
と
西
側
を
行
き

来
し
や
す
い
よ
う
に
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
？

Ｑ
　駅
西
側
の
道
路
や
踏
切
は
従
来
の

ま
ま
な
の
で
、
東
西
を
結
ぶ
障
害
を

ど
う
減
ら
す
か
は
、
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

Ａ

　

農
業
の
町
で
す
が
、
こ
の
ま
ま

高
齢
化
が
進
む
こ
と
で
、
農
作
業

を
請
け
負
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る

の
か
心
配
で
す
。

Ｑ
　

町
内
耕
作
者
の
平
均
年
齢
は
、

67
～
68
歳
位
で
、
年
を
重
ね
て
も

頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々

に
守
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　一
方
、
町
の
農
業
を
背
負
う
魅

力
あ
る
青
年
た
ち
が
存
在
す
る
の

で
、
私
自
身
、
将
来
を
あ
ま
り
悲

観
し
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　彼
ら
は
農
業
へ
の
意
欲
が
あ
り
、

圃
場
整
備
や
働
き
方
そ
の
も
の
を

変
え
、
生
産
性
を
高
め
耕
作
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の

農
業
の
や
り
方
か
ら
変
わ
っ
て
く

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ａ

　住
宅
密
集
地

な
の
で
ハ
ー
ド

ル
は
高
い
で
す

が
、
良
い
方
法

を
研
究
し
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 18：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 17：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫
●１月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

●井上ひさし展示室
　「イーハトーボの劇列車」著作資料展

こどもの本

おとなの本
『天使が住みたい冷蔵庫・悪魔が住んじゃう冷蔵庫』

番場智子著　主婦の友インフォス刊

　「何をつくればいいの？」「食事をつくるのが面
倒！」その悩みの原因は冷蔵庫にあるかもしれませ
ん。冷蔵庫をスッキリさせて、イライラやもやもや
を解消しましょう！
　年末の大掃除にピッタリの一冊です。

●大人のための夜の図書館 ～昼バージョン～

　「カードゲームで遊ぼう」
　～知的な大人の言葉遊びをしませんか～
　簡単な言葉遊びのカードゲームです。参加費無料
　１月１９日㈯  午後２時～３時　飛び入り参加大歓迎！

●おすすめ本のコーナー
　寒い冬に読みたい　心も体も温まる一冊

『なまえをつけて』
　　　　　　　　谷川俊太郎文　いわさきちひろ絵　講談社刊

　いわさきちひろ生誕１００年「Ｌｉｆｅ展」での、
谷川俊太郎さんの詩といわさきちひろさんの絵のコ
ラボレーションが一冊の絵本になりました。
　あなたは絵本の中の子ども達にどんな名前をつけ
ますか。

「春待ち音楽祭」で演奏してみませんか？

■日　　時　平成３１年２月２４日㈰ 
　　　　　　午前１０時 開演
■会　　場　フレンドリープラザ（ホール）
■募集内容
　団体・個人合わせて１５団体程度
　演奏時間は入退場を含めて 1 団体２０分
■出場料　　無料
■応募締切　１２月２１日㈮

　― これは、井上ひさしが愛してやま
ない日本語に、不思議でかわいらしく、
輝くような生命を与えてくれた、ある岩
手花巻人の評伝劇 ―

　　残席が少なくなっております。
　　お早めにお買い求めください。

こまつ座 第 126 回公演「イーハトーボの劇列車」

　来年 2 月フレンドリープラザを会場に開催される「春待ち市」
にあわせて「春待ち音楽祭」を開催します。演奏形態、音楽の
ジャンルは問わず演奏者を募集します。お客さんがたくさん集
まる絶好の機会です。練習の成果を披露してみませんか？

■日時　平成３１年３月２日㈯ 
　　　　午後１時３０分 開演
■会場　フレンドリープラザ
　　　　（劇場）
■前売料金　一般：5,500 円
　　　　　　会員：5,000 円
　　　　青少年席：2,000 円
　　　　（24 歳以下）

●１月のおはなし会　おはなしのへや
　１月１２日㈯　午前１１時～１１時３０分
　紙芝居や絵本の読み聞かせ　みんな来てね！
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１１

１７ 

大
塚
地
区

１１

２０ 

玉
庭
地
区

　残
り
３
地
区
（
犬
川
・
東
沢
・
吉
島
）
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
の
模
様
は
、
平
成
31
年
２
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

情
報
統
計
グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
６
８

　メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
に
宅
地
が
造

成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
か
ら

そ
の
告
知
看
板
を
設
置
し
、
居
住
希

望
者
を
早
く
か
ら
確
保
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
す
か
？

Ｑ
　宅
地
は
、
５
０
０
人
程
度
が
定
住

で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
（
梨
郷

道
路
）
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供
用

開
始
が
い
つ
に
な
る
か
で
町
と
し
て

の
対
応
が
決
定
さ
れ
る
の
で
、
目
に

見
え
る
よ
う
に
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

Ａ

　現
在
の
か
わ
に
し
森
の
マ
ル

シ
ェ
に
は
直
売
所
と
レ
ス
ト
ラ
ン

が
あ
り
ま
す
が
、「
加
工
所
」
の

機
能
追
加
を
考
え
て
い
ま
す
か
？

　商
品
を
出
荷
者
に
返
却
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ
　直
売
所
は
、
商
品
の
質
を
上
げ

て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。
所
得
と
し
て
町
民
に
還
元
で

き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ａ
　パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン

し
賑
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
町
内
事

業
者
な
ど
に
潤
い
を
還
元
で
き
る

仕
組
み
を
考
え
る
べ
き
で
は
？

Ｑ
　ま
ど
か
周
辺
の
お
客
さ
ん
が
増

え
た
こ
と
で
、
町
内
に
波
及
効
果

が
大
き
く
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　町
商
工
会
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
町
と
し
て
も
ど
の
よ
う
に

動
い
て
い
く
か
考
え
て
い
き
ま
す
。

Ａ

　移
住
し
て
来
た
約
20
年
前
は
行
政

の
支
援
が
な
く
、
住
宅
を
改
修
す
る

の
に
か
な
り
お
金
が
か
か
り
ま
し
た
。

　現
在
の
移
住
に
対
す
る
支
援
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　

住
宅
建
設
に
対
す
る
支
援
、
中
古

住
宅
で
あ
れ
ば
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す

る
上
限
１
０
０
万
円
の
補
助
が
あ
り

ま
す
。

　今
年
度
か
ら
、
本
町
に
移
住
さ
れ

た
人
に
は
、県・町・Ｊ
Ａ
全
農
山
形・

県
醤
油
味
噌
組
合
が
支
援
し
、
米
60

㎏
・
味
噌
３
㎏
・
し
ょ
う
ゆ
１
ℓ
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

Ａ

　次
の
世
代
に
よ
り
良
い
環
境
を

引
き
継
ぐ
た
め
、
朴
沢
の
圃
場
整

備
を
早
く
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　今
な
ん
と
か
し
な
い
と
農
業
を

継
ぐ
人
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　

町
内
で
は
、
現
在
５
カ
所
で
圃

場
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
内

で
こ
れ
ほ
ど
整
備
し
て
い
る
の
は

本
町
く
ら
い
で
す
。

　整
備
費
用
は
町
負
担
が
10
％
あ

る
た
め
、
計
画
的
に
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
現
在
進
行
中
の
整
備

を
終
え
て
、
次
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

Ａ
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１２月の町税等 川西町の人口

15,224 人　（－ 4）
男　　　7,462 人（－ 14 ）
女　　　7,762 人（＋ 10 ）
世帯数　5,084 世帯 ( ＋ 2 ）

※ 11 月末日現在の住民基本台帳人口

●町・県民税（４期）
●国民健康保険税　　　　（６期）
●介護保険料　　　　　　（６期）
●後期高齢者医療保険料　（６期）
●上下水道使用　（１１月使用分）
口座振替日　１２月２５日㊋
納付期限　　１２月２５日㊋

【おめでとう そして ありがとう】は、１１月に掲
載の申し込みがあった方のみ掲載しています。
氏名は、申込書のとおり掲載していますので、戸籍
や住民基本台帳の表記と異なる場合があります。

…１１月受付分…

氏名 年齢（満） 大字

嶋貫うめ子 ９１ 上小松

君島滝五郎 ８０ 上小松

金子　正子 ６７ 上小松

遠藤　シゲ ８４ 東大塚

黒澤　洋司 ７４ 洲　島

磯部　重彦 ８１ 玉　庭

橋本　すい ９９ 上小松

伊藤美津枝 ８２ 玉　庭

齊藤　一雄 ９３ 西大塚

大瀧　ノブ ９１ 東大塚

須貝オミチ ８５ 黒　川

伊藤長四郎 ７５ 堀　金

新郎　　　　　　　新婦 大字

和田　　悠 ♥ 石川　実佳 洲　島

保科　雄一 ♥ 江口のぞみ 西大塚

小形　　聡 ♥ 我妻有紀奈 尾長島

氏名 性別 保護者 大字

須貝　結
ゆ の

叶 女 悠也 ・ 沙羅 上小松

島貫　蓮
れ な

菜 女 利幸 ・ 志穂 大　塚

遠藤　一
か ず は

葉 女 渡 ・ 香菜 東大塚

笹木　萌
も か

楓 女 博樹 ・ 絢子 尾長島

神野　大
や ま と

和 男 昭彦 ・みなよ 朴　沢

須貝　萌
も か

花 女 健斗 さつき 東大塚

おめでとう そして ありがとう

ようこそ赤ちゃん ６名

ご結婚おめでとう　３組

ご冥福を祈ります

ダリヤ園で Happy Halloween
○撮影：五十嵐美加（時田）
○撮影場所：川西ダリヤ園

あなたの「かわにし映え」する写真毎月 3組募集中！

　あなたが撮った、「町の風景・スポット・人」の写真を大募集。「氏
名」「住所・電話番号」「写真の説明（２0 字前後）」を記入し、写
真を添付してメールでご応募ください。応募写真は、ホームページ・
フェイスブックでも掲載させていただきます。
▶ 次号募集期間：１２月１４日㈮～２８日㈮
▶ 応募先：koho@town.kawanishi.yamagata.jp →
▶ その他：詳細は町ホームページをご覧ください。
※応募者は、注意事項を承諾していただいたものとみなします。

町公式フェイスブック

かわいい孫と手づくりリース
○撮影：佐々木弘幸（上奥田）
○撮影場所：自宅

　2町報かわにし　2平成３０年１２月１５日

特集：広聴事業「町長とのふれあいトーク」　小松・大塚・中郡・玉庭 編

　町
で
は
毎
年
「
町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
を
開
催
し
、
共
創
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
と
の
対
話

や
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
、
地
域
の
若
者
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
地
域

課
題
の
解
決
、
町
が
進
め
る
移
住
定
住
促
進
な
ど
に
つ
い
て
、
町
内
く

ま
な
く
意
見
交
換
を
す
る
た
め
、
３
年
振
り
に
町
内
７
地
区
を
巡
り
ま

し
た
。

　本
号
で
は
、
11
月
15
日
㈭
～
20
日
㈫
に
４
地
区
で
開
催
さ
れ
た
ふ
れ

あ
い
ト
ー
ク
の
模
様
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

寄せられた町民の 声 をご紹介します

今年のふれあいトークの目的

若者の声を
これからの
まちづくりへ

７地区を
くまなく回り
意見交換
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みんなで
食 育

　これからの季節は忘年会やクリスマス、お正
月など、外食や会食で油っこい料理を食べる機
会が増え、食べる量も多くなりやすい時期です。
　食べ過ぎが続かないように、油や量を控えた
り、野菜を意識して食べるなどしましょう。

■
　12
月
か
ら
来
年
３
月
の
間
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
午
前
10
時
～
午
後
６
時

■▼
12
月
の
定
休
日

　12
月
19
日
㈬

▼
年
末
年
始
の
定
休
日

　
　12
月
31
日
㈪

　１
月
１
日
㈫

▼
年
始
の
営
業

　

　
　１
月
２
日
㈬
～
４
日
㈮

　
　午
前
10
時
～
午
後
３
時

　※
レ
ス
ト
ラ
ン
は
お
休
み
で
す
。

問
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

☎
42
ー
６
６
６
４

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

ごちそうの多い
　時期になります

　11
月
８
日
㈭
に
米
沢
市
で
開
催
さ

れ
た
「
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト

in
や
ま
が
た
」
の
地
域
交
流
会
に
出

店
し
て
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
意
欲

あ
る
農
業
の
担
い
手
の
皆
さ
ん
が
一

堂
に
会
し
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
町

春菊のサラダ

✿ 材料＜４人分＞
○春菊　１束　　　　　○パプリカ（黄）　１／４個
○りんご　１／２個　　○粉チーズ　大さじ１
☆オリーブオイル　大さじ１
☆ワインビネガー（または酢）　大さじ２　
☆しょうゆ　小さじ２
☆こしょう　少々

✿ 作り方
①春菊は長さ３ｃｍ程度に切る。
②パプリカは長さ３cm 程度の千切りにし、りんごは
　皮ごと短冊切りにする。
③☆を混ぜ合わせておく。
④すべての材料を和えて器に盛り、最後に粉チーズを
　ふる。

問町健康福祉課　健康推進グループ　☎４２ー６６４０
( 一人分当たり：エネルギー 94kcal　 塩分相当量　0.6 ｇ　野菜 38 ｇ )

お正月の準備もマルシェで！

食生活を整えよう！
～「食べ方」のポイント～

● 油の少ない調理（蒸す・茹でる・煮る・
　 焼くなど）がされているメニューを選
　 びましょう
● 野菜・海そう・きのこなどから食べ、　
　 よく噛んで 食べましょう
● 腹八分目 を心がけ、長い時間だらだら
　 食べないようにしましょう

～「食べ方」のポイント～～「食べ方」のポイント～

　今
年
も
あ
と
少
し
・
・
・
お
正
月

の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

　森
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
お
正
月
に

向
け
た
準
備
品
も
取
り
揃
え
て
お
り

ま
す
。

　む
く
り
鮒
や
お
餅
な
ど
、
お
正
月

の
定
番
食
材
は
も
ち
ろ
ん
、
寒
中
野

菜
な
ど
旬
の
食
材
も
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
門
松
、
し
め
縄
の
注
文

も
随
時
受
付
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

今月の出張マルシェ！

来
年
度
の
出
荷
者
を

　
　
　募
集
し
ま
す
！

　　来
年
度
、
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
に

野
菜
の
出
荷
を
希
望
す
る
生
産
者
を
募
集

し
ま
す
。
募
集
開

始
は
来
年
３
月
で

す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▲しめ飾りを販売中
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――　全ての地区が抱える 共通の課題　――

空き家対策

　集落に空き家が増えています。空き家になっても、
すぐに手立てをすると住まいとして活用できると思
います。町内の空き家の状況と活用策を教えてくだ
さい。

Ｑ

Ａ
　調査の結果、町内で約４００軒の空き家が確認さ
れています。空き家が増えると、治安・景観の問題
が発生します。町では、平成２５年に「空き家等の
適正管理に関する条例」を制定し、町民が安全に暮
らすことができるよう対策を講じています。
　大切なのは、空き家を活用することです。町では
「空き家バンク」制度を立ち上げ、町内にある活用
可能な空き家を町内外の希望者に紹介しています。

　人口減少がどんどん進行しています。対策として
若者が働く場所・集う場所があれば、もっと住みや
すい町になるのではないかと思いますが、どのよう
に考えているのでしょうか？

Ｑ

Ａ
　定年退職期を迎え、製造業従事者は減少し、事業
所が募集しても人が集まらない状況のようです。一
方、国内では就労がサービス業にシフトしており、
町内の公立置賜病合病院や湖山病院は大きな働く場
になっています。町商工会や事業所から人材確保を
図ってほしいと要請を受けており、学校との連携に
よって町内にも魅力ある職場があることを生徒たち
に伝えていかなければならないと考えています。ま
た、企業誘致も大切な視点です。
　集う場所は、若い人が寄ってみたくなるような場
があることで、町の雰囲気も変わるはずです。羽前
小松駅付近に拠点となる施設を整備してほしいと強
く要望をいただいており、検討していかなければと
考えています。

若者の定着

平成２９年度 平成３０年度
※10月末現在

登録件数 １６ 登録件数 １３
成約件数 ７ 成約件数 １０
定住者数 １７ 定住者数 １８

　なお、住宅のリフォーム補助や、購入された方に
は改修補助などもあります。
　また、これからは「お試し住宅」のように空き家
になる前の活用策を図っていきたいと考えています。
　町民の皆さんには持ち家の将来について考えてほ
しいと思います。

【空き家バンクの状況】

▲若者が地元で仕事を持ち、若者同士で集える
　場所づくりが必要とされています
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　記　犬川小５・６年生２１人が中間休みや放課後に練
習してきた「アルカディアの四季」。犬川の季節の
移ろいを語り、それを太鼓で演奏。音のインパクト、
一生懸命な姿を楽しめる見事なステージでした。

　高校に入学してからの練習は、中学校時代に比べて質が高く量も多いです。練習日は１０～１５ｋｍを走りま
す。また、昨年の県高校女子駅伝で優勝を逃した悔しさをバネに、大会を意識して練習から本気で取り組んでき
ました。着実にこなして積み重ねてきたことが、駅伝での好成績につながりました。
　大会では常に自分がやってきたことを信じて走っています。そして、私の持ち味である集団から離れない「粘
り強さ」と最後に他を置き去りにする「ラストスパート」を発揮できるよう調整しています。ハイレベルな東北
高校女子駅伝で区間賞を獲れたことは、持ち味を発揮できた結果だと感じています。
　私自身、初めて出場する１２月２３日㈰㈷の全国高校女子駅伝（京都府）では、どの区間を任せられても今ま
で培った力を存分に出し切りたいです。そして、チームとしては悲願の入賞（８位以内）を、個人としては区間
２０位以内を達成したいです。

山形城北高等学校２年生 陸上競技部　長澤 日
ひ お り

桜里 さん（高山）

未来に向かって　～第３３回～

培った力を都大路で出し切りたい！

今年度の駅伝成績
【山形城北高校】
　■第３０回県高校女子駅伝
　　　個　人：５区 区間新（１位）
　　　チーム：優勝
　■第２９回東北高校女子駅伝
　　　個　人：１区 区間賞（１位）
　　　チーム：優勝

【南陽・東置賜チーム】
　■第３５回県女子駅伝
　　　個　人：１区 ４位
　　　チーム：優勝

出場したすべての駅伝で
チームを優勝に導く活躍！
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